
脇
蘭
室
と
『
徒
然
草
』

、
島
内
裕
子

　
　
　
　
　
要
　
旨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
き
ら
ん
し
つ

　
江
戸
時
代
後
期
の
儒
学
者
で
あ
る
脇
蘭
室
（
一
七
六
四
～
一
八
一
四
）
の
著
作
の
中
に
、
『
徒
然
草
』

と
の
か
か
わ
り
を
見
出
し
、
蘭
室
の
精
神
形
成
と
著
述
行
為
に
与
え
た
『
徒
然
草
』
の
影
響
力
を
考
察

す
る
。
主
と
し
て
取
り
上
げ
る
蘭
室
の
著
作
は
、
四
十
二
歳
か
ら
四
十
三
歳
に
か
け
て
書
い
た
回
想
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
ら
ん
ま
ん

『
記
し
世
の
人
の
記
』
と
、
二
十
三
歳
の
歳
末
に
書
い
た
随
想
『
歳
蘭
漫
語
』
で
あ
る
。
こ
の
回
書
を

精
緻
に
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
著
述
ス
タ
イ
ル
と
思
索
の
内
容
、
そ
し
て
文
章
表
現
の
三
つ
の
面

で
、
蘭
室
が
『
徒
然
草
』
の
影
響
を
い
か
に
大
き
く
蒙
っ
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
本
稿
の
考
察

は
、
『
徒
然
草
』
が
、
後
世
の
文
学
作
品
の
み
な
ら
ず
、
思
想
家
の
和
文
に
お
い
て
も
大
い
な
る
規
範

と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
解
明
す
る
こ
と
に
な
る
。
ひ
い
て
は
、
近
代
の
批
評
家
の
述
作
に
ま
で

連
な
る
散
文
の
手
本
と
し
て
、
『
徒
然
草
』
が
日
本
の
文
学
史
上
、
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
続

け
て
き
た
こ
と
を
実
証
す
る
た
め
の
、
一
つ
の
貴
重
な
事
例
と
も
な
ろ
う
。

は
じ
め
に

大
な
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
稿
は
、
こ
の
推
測
の
妥
当
性
を
、
蘭
室

の
著
作
の
中
か
ら
実
証
し
た
い
。

　
さ
ら
に
、
蘭
室
の
よ
う
な
儒
学
者
に
ま
で
、
『
徒
然
草
』
が
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
考
察
す

る
こ
と
は
、
『
徒
然
草
』
の
後
世
へ
の
影
響
力
の
実
態
の
究
明
に
も
な
り
、
ま
た
、
和
文
で
文

章
を
綴
る
と
い
う
何
気
な
い
行
為
が
、
『
徒
然
草
』
の
存
在
に
よ
っ
て
、
万
人
に
開
か
れ
た
行

為
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
の
道
筋
を
辿
る
こ
と
に
も
な
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
ま
ず
『
浸
し
世
の
人
の
記
』
と
『
徒
然
草
』
と
の
か
か
わ
り
を
考
察
し
、
次
に

蘭
留
の
最
初
の
著
作
で
あ
る
『
歳
閾
漫
語
』
に
お
け
る
『
徒
然
草
』
と
の
非
常
に
密
接
な
関
係

を
指
摘
し
、
最
後
に
、
蘭
室
の
精
神
形
成
と
著
述
ス
タ
イ
ル
に
及
ぼ
し
た
『
徒
然
草
』
の
影
響

力
の
意
味
を
、
蘭
室
か
ら
さ
ら
に
広
げ
て
、
『
徒
然
草
』
の
普
遍
性
の
一
端
と
し
て
捉
え
直
し

た
い
。
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江
戸
時
代
後
期
の
儒
学
者
・
脇
蘭
室
（
一
七
六
四
～
一
八
一
四
）
の
著
作
の
中
に
、
『
徒
然

草
』
と
の
か
か
わ
り
が
見
出
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
わ
た
く
し
が
そ
の
こ
と
に
気

づ
い
た
の
は
、
あ
る
時
偶
然
、
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
（
岩
波
書
店
）
で
、
『
毒
し
世
の
人

の
記
』
と
い
う
書
名
が
目
に
止
ま
り
、
そ
の
本
に
興
味
を
惹
か
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で

脇
蘭
室
と
い
う
名
前
も
知
ら
な
か
っ
た
が
、
な
ぜ
『
下
し
世
の
人
の
記
』
と
い
う
名
前
に
興
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
し
び

を
も
っ
た
か
と
言
え
ば
、
『
徒
然
草
』
の
第
十
三
段
に
、
「
ひ
と
り
燈
火
の
も
と
に
文
を
広
げ

て
、
見
ぬ
世
の
人
を
友
と
す
る
ぞ
、
こ
よ
な
う
慰
む
わ
ざ
な
る
」
と
い
う
文
章
が
あ
り
、
こ
の

中
の
「
見
ぬ
世
の
人
を
友
と
す
る
」
と
い
う
表
現
と
の
類
似
性
を
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
早
速
、
各
種
の
文
学
事
典
や
人
名
辞
典
な
ど
に
よ
っ
て
、
象
含
室
の
経
歴
と
著
作
を
調
べ
、

『
続
日
本
随
筆
大
成
』
第
三
巻
所
収
の
『
見
し
世
の
人
の
記
』
を
読
み
、
さ
ら
に
、
『
脇
蘭
室
全

集
』
（
昭
和
五
年
）
や
、
筒
井
清
彦
『
脇
心
室
』
（
大
分
県
教
育
委
員
会
編
『
郷
土
の
先
覚
者
シ

リ
ー
ズ
』
第
十
集
所
収
）
な
ど
を
読
む
に
つ
け
、
蘭
室
の
著
作
に
、
『
徒
然
草
』
の
影
響
が
甚

放
送
大
学
研
究
年
報
　
第
二
十
七
号
（
二
〇
〇
九
）
（
九
⊥
一
十
一
）
頁

｝
○
霞
墨
δ
｛
↓
9
0
℃
窪
¢
巳
く
Φ
桟
ω
身
。
ご
鋤
9
P
窯
○
・
春
。
刈
（
卜
。
0
8
）
薯
中
卜
。
一

脇
蘭
室
の
経
歴
と
著
作
の
概
観

　
脇
蘭
室
は
、
宝
暦
十
四
年
（
一
七
六
四
）
に
豊
後
国
の
小
浦
に
生
ま
れ
た
。
名
は
長
之
。
通

称
、
儀
一
郎
。
蘭
室
の
他
に
、
菊
園
・
愚
山
な
ど
の
号
も
あ
る
。
父
の
則
郷
は
、
婿
養
子
。
脇

家
の
先
祖
は
、
南
北
朝
時
代
の
武
将
と
し
て
知
ら
れ
る
脇
屋
義
助
。
義
助
は
新
田
義
貞
の
弟
で

あ
る
。

　
蘭
室
が
七
歳
の
時
、
父
が
四
十
歳
で
亡
く
な
り
、
そ
の
後
、
母
の
弟
で
あ
る
叔
父
・
則
弥
に

養
育
さ
れ
、
養
子
と
な
っ
た
。
二
十
一
歳
の
時
、
肥
後
国
の
熊
本
に
遊
学
し
、
藪
孤
山
に
入

門
。
翌
年
の
春
、
豊
後
富
永
に
三
浦
梅
園
を
訪
ね
、
数
日
逗
留
し
て
学
び
、
さ
ら
に
翌
年
の

冬
、
再
び
富
永
に
梅
園
を
訪
ね
る
。
同
年
、
二
十
三
歳
の
年
末
に
『
歳
閾
漫
語
』
を
執
筆
。
二

十
四
歳
の
時
、
大
坂
の
中
井
竹
山
に
入
門
し
た
。
翌
年
三
月
ま
で
大
坂
滞
在
、
そ
の
間
、
京

都
・
住
吉
な
ど
に
遊
び
、
二
十
五
歳
で
帰
郷
す
る
。

鈴
放
送
大
学
教
授
（
「
人
間
と
文
化
」
コ
ー
ス
）



171　（10）

島内裕子

　
二
十
代
の
蘭
室
は
、
各
地
で
著
名
な
儒
学
者
に
学
ん
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
修
学
期
間
は
短

く
、
帰
郷
後
は
郷
里
で
私
塾
を
開
い
て
、
後
進
に
教
え
た
。
そ
こ
か
ら
は
、
帆
足
万
里
な
ど
の

逸
材
が
育
っ
た
。
三
十
五
歳
で
熊
本
藩
の
藩
校
・
時
習
館
の
訓
導
と
な
る
も
、
一
年
と
経
た
ぬ

う
ち
に
辞
表
を
提
出
し
た
。
藩
主
細
川
斉
弦
は
、
そ
れ
を
慰
留
し
、
蘭
室
の
郷
里
に
近
い
熊
本

藩
の
飛
び
地
・
鶴
崎
で
、
熊
本
藩
の
師
弟
の
教
育
に
当
た
ら
せ
た
。
文
化
十
一
年
（
一
八
一

四
）
没
。
五
十
一
歳
。

　
蘭
室
の
著
作
は
、
『
盤
質
室
全
集
』
（
編
纂
兼
発
行
者
・
久
多
羅
木
儀
一
郎
、
昭
和
五
年
、
開

明
堂
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
後
述
す
る
蘭
室
最
初
の
著
作
『
白
露
漫
語
』
は
全
集
に
入
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ

て
い
な
い
。
同
書
は
、
全
集
編
纂
当
時
、
所
在
不
明
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
他
に
も
全
集

に
未
収
録
の
著
作
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
『
大
分
県
史
料
（
2
2
）
第
八
部
・
先
賢
資
料
・
こ

（
編
集
兼
発
行
者
・
大
分
縣
史
料
刊
行
会
、
大
分
県
立
教
育
研
究
所
発
行
、
昭
和
三
十
五
年
、

非
売
品
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
も
、
『
歳
閾
漫
語
』
は
、
こ
れ
に
拠
っ
た
。

　
蘭
室
の
著
作
は
多
岐
に
わ
た
り
、
数
も
多
い
。
そ
の
一
端
を
示
す
た
め
に
『
幕
命
室
全
集
』

（
以
下
、
『
全
集
』
と
書
く
場
合
は
、
本
全
集
を
指
す
）
の
目
次
に
沿
っ
て
内
容
を
概
観
す
れ

ば
、
論
策
・
教
育
・
史
伝
・
詩
文
・
和
歌
・
紀
行
・
随
筆
・
雑
纂
・
家
事
、
と
な
る
。
特
に
、

全
集
の
巻
頭
に
置
か
れ
て
い
る
「
論
策
」
と
、
そ
れ
に
引
き
続
く
「
教
育
」
に
は
、
藩
の
内
政

や
教
育
、
さ
ら
に
は
外
交
に
関
す
る
著
作
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
儒
学
者
・
教
育
者
と
し
て
蘭

室
が
、
当
時
の
現
実
社
会
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
ど
の
よ
う
な
理
想
を
抱
い
て
い
た
か
が
書
か

れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

　
ま
た
蘭
室
は
、
詩
文
に
秀
で
て
お
り
、
漢
詩
人
と
し
て
も
当
代
一
流
の
評
価
が
あ
り
、
そ
の

作
品
は
全
集
の
詩
文
の
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
蘭
論
集
略
』
十
二
巻
、
『
蘭
室
先
生
集
略
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　

編
』
八
巻
、
お
よ
び
『
蘭
室
集
拾
遺
』
の
膨
大
な
作
品
群
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
さ

ら
に
御
室
は
、
和
歌
も
詠
み
、
和
文
の
紀
行
文
や
随
筆
（
『
見
し
世
の
人
の
記
』
も
こ
こ
に
分

類
さ
れ
て
い
る
）
な
ど
も
書
い
て
お
り
、
多
彩
で
あ
る
。
な
お
、
雑
纂
に
分
類
さ
れ
て
い
る

「
雑
草
」
の
中
の
「
画
の
記
」
は
、
隅
田
川
の
涼
船
を
描
い
た
浮
世
絵
の
詳
細
な
解
説
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

興
味
深
い
和
文
と
な
っ
て
い
る
。

二
　
『
見
し
世
の
人
の
記
』
と
『
徒
然
草
』

　
『
見
し
世
の
人
の
記
』
は
、
『
全
集
』
の
「
蘭
室
蔵
書
目
録
」
の
末
尾
に
位
置
す
る
「
二
十
、

愚
山
撰
著
」
に
「
見
世
人
受
」
と
記
さ
れ
て
い
る
著
作
で
あ
る
。
蘭
室
が
四
十
二
歳
の
文
化
二

年
（
一
八
〇
五
）
九
月
末
か
ら
翌
年
四
月
に
か
け
て
執
筆
し
た
回
想
記
で
あ
る
。
『
全
集
』
の

解
題
に
よ
れ
ば
、
「
故
西
村
博
士
遺
愛
の
も
の
で
、
懐
徳
書
院
に
保
管
さ
れ
て
居
る
が
、
門
外

不
出
と
な
っ
て
居
る
の
で
、
吉
田
鋭
雄
氏
の
非
常
な
る
お
世
話
に
よ
っ
て
、
写
し
と
っ
て
貰
っ

た
次
第
で
あ
る
」
と
あ
る
。
西
村
博
士
と
は
、
西
村
天
囚
の
こ
と
で
、
天
囚
に
は
、
『
学
界
の

偉
人
』
と
い
う
学
者
伝
が
あ
り
、
そ
の
中
に
脇
蘭
室
の
評
伝
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
『
締
し
世
の
人
の
記
』
は
、
『
全
集
』
の
「
随
筆
」
部
に
、
『
函
海
漁
談
』
上
下
、
『
鳳
倦
』
、

『
安
支
波
芸
』
と
と
も
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
三
段
組
み
の
『
全
集
』
で
、
三
七
四
頁
か
ら
三

入
九
頁
ま
で
を
占
め
る
。
『
見
し
世
の
人
の
記
』
は
、
そ
の
後
、
『
続
日
本
随
筆
大
成
』
第
三
巻

（
昭
和
五
十
四
年
、
吉
川
弘
文
館
）
に
も
収
載
さ
れ
た
が
、
そ
の
解
題
（
小
出
昌
洋
執
筆
）
に

よ
れ
ば
上
記
の
『
全
集
』
を
も
と
と
し
て
、
句
読
点
等
を
多
少
改
め
た
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。

『
溢
し
世
の
人
の
記
』
は
、
平
仮
名
の
表
記
が
多
く
、
一
見
し
た
だ
け
で
は
意
味
を
取
り
に
く

い
の
で
、
本
稿
で
の
引
用
は
、
『
全
集
』
と
『
続
日
本
随
筆
大
成
』
（
以
下
、
場
合
に
よ
り
『
随

筆
大
成
』
と
略
す
）
の
双
方
を
参
看
し
な
が
ら
、
適
宜
漢
字
を
宛
て
、
ま
た
句
読
点
も
読
み
や

す
い
形
で
付
し
た
。

　
『
毒
し
世
の
人
の
記
』
は
、
『
全
集
』
『
随
筆
大
成
』
と
も
に
六
十
一
条
と
す
る
が
、
『
日
本
古

典
文
学
大
辞
典
』
の
解
説
（
中
野
三
敏
執
筆
）
で
は
、
「
著
者
の
先
輩
・
朋
友
の
誰
彼
の
想
い

出
を
和
文
に
記
し
た
も
の
で
、
全
六
十
二
条
で
あ
る
」
と
す
る
。
こ
れ
は
、
序
文
も
含
め
て
六

十
二
条
と
数
え
た
も
の
か
。
内
容
に
関
す
る
記
述
と
し
て
は
、
『
全
集
』
『
随
筆
大
成
』
『
日
本

古
典
文
学
大
辞
典
』
と
も
、
冒
頭
の
序
文
の
原
文
を
途
中
ま
で
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
代
弁

溢
せ
て
お
り
、
内
容
に
対
す
る
詳
し
い
解
説
は
な
い
。
た
だ
し
、
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』

で
は
、
「
い
ず
れ
も
著
者
の
実
見
談
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
人
物
の
確
か
な
輪
郭
が
描
き
出
さ

れ
て
い
て
面
白
い
」
と
評
し
て
い
る
。

　
け
れ
ど
も
、
『
見
し
世
の
人
の
記
』
の
面
白
さ
は
、
人
物
描
写
の
確
か
さ
だ
け
に
留
ま
ら
な

い
。
む
し
ろ
、
こ
の
作
品
が
有
す
る
意
味
を
他
の
作
品
の
中
で
位
置
付
け
直
し
て
こ
そ
、
『
見

し
世
の
人
の
記
』
の
作
品
と
し
て
の
意
義
と
広
が
り
が
明
確
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
こ
の
書
名
そ
の
も
の
に
注
目
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
対
す
る
言

及
が
管
見
に
入
っ
て
こ
な
い
こ
と
が
不
審
で
あ
る
。

　
『
見
し
世
の
人
の
記
』
と
い
う
題
名
は
、
『
源
氏
物
語
』
の
松
風
巻
で
、
大
堰
の
邸
に
移
り
住

ん
だ
明
石
の
君
が
、
明
石
の
尼
君
と
の
贈
答
歌
の
中
で
詠
ん
だ
言
葉
と
も
響
き
合
う
。
巻
名
と

も
な
っ
た
尼
君
の
「
身
を
か
へ
て
ひ
と
り
帰
れ
る
山
里
に
聞
き
し
に
似
た
る
松
風
ぞ
吹
く
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
れ

歌
に
対
し
て
、
明
石
の
君
が
「
故
里
に
見
し
世
の
友
を
恋
ひ
わ
び
て
さ
へ
っ
る
こ
と
を
誰
か
分

く
ら
む
」
と
い
う
歌
が
あ
る
。

　
「
見
し
世
の
友
」
と
は
、
「
昔
の
世
の
知
り
人
」
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
部
分
を
直

接
捉
え
て
、
蘭
室
が
書
名
を
『
着
し
世
の
人
の
記
』
と
付
け
た
と
は
考
え
に
く
い
。
な
る
ほ
ど

『
全
集
』
の
「
蘭
室
蔵
書
目
録
」
の
「
九
、
和
歌
　
和
文
」
の
項
に
は
、
「
源
氏
湖
月
抄
　
六
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十
」
と
あ
り
、
北
村
季
吟
に
よ
る
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
六
十
巻
ひ
と
揃
い
が
入
っ
て
い

る
。
け
れ
ど
も
そ
の
同
じ
項
に
「
『
徒
然
草
」
　
二
」
「
『
徒
然
草
』
直
解
　
十
」
も
あ
り
、
『
徒

然
草
』
上
下
二
巻
の
本
文
、
お
よ
び
『
徒
然
草
』
の
注
釈
書
『
歌
里
』
十
巻
も
蔵
書
の
一
画
を

占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
『
見
し
世
の
人
の
記
』
と
は
、
先
に
触
れ
た
『
徒
然
草
』
の
第
十
三
段
、
「
見
ぬ
世

の
人
を
友
と
す
る
」
と
い
う
部
分
を
反
転
さ
せ
て
、
『
徒
然
草
』
で
は
、
書
物
を
通
し
て
の
過

去
の
著
者
た
ち
と
の
交
流
を
述
べ
て
い
た
が
、
自
分
の
場
合
は
、
実
際
に
交
流
の
あ
っ
た
「
見

し
世
の
人
」
た
ち
の
こ
と
を
書
く
の
だ
と
い
う
、
回
想
的
な
交
友
録
の
執
筆
宣
言
で
あ
る
と
考

え
た
い
。

　
こ
の
『
徒
然
草
』
の
第
十
三
段
の
言
葉
は
、
江
戸
時
代
の
人
々
に
好
ま
れ
、
た
と
え
ば
俳
人

画
家
の
野
々
ロ
立
圃
は
、
燈
火
の
下
、
机
に
頬
杖
を
つ
く
頭
巾
姿
の
兼
好
の
肖
像
画
に
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

一
節
を
添
え
て
描
い
た
。
ま
た
、
朋
誠
黒
瀬
三
二
（
手
柄
岡
持
）
は
、
『
平
荷
随
筆
』
の
蹟
文

に
、
「
ひ
と
り
燈
火
の
も
と
に
書
を
ひ
ろ
げ
て
、
見
ぬ
世
の
人
を
友
と
す
る
こ
そ
、
こ
よ
な
う

な
く
さ
む
わ
ざ
な
れ
。
か
く
、
か
き
し
人
も
見
ぬ
世
の
友
な
り
、
と
か
く
い
ふ
わ
れ
も
、
後
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

世
の
友
　
岡
持
」
と
記
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
邸
宅
の
『
見
し
世
の
人
の
記
』
の
序
文
は
、
先
に
少
し
触
れ
た
よ
う
に
今
ま
で
の
解

題
や
解
説
で
は
部
分
的
な
引
用
に
留
ま
っ
て
い
た
の
で
、
こ
こ
に
そ
の
全
文
を
引
用
し
よ
う
。

　
暑
し
世
の
人
の
、
昔
語
り
と
な
り
行
き
ぬ
る
こ
そ
、
い
と
多
け
れ
。
秋
の
夜
の
寝
覚
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
つ

が
ち
な
る
に
、
思
ひ
出
つ
る
ま
に
ま
に
、
誰
と
な
く
、
何
時
の
折
か
ら
と
な
く
、
有
り
げ

む
こ
と
ど
も
書
い
付
く
れ
ば
、
そ
の
人
、
そ
の
時
、
ま
た
、
目
に
見
え
、
心
に
浮
か
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
ゆ
か

も
、
何
と
や
ら
ん
床
し
く
懐
か
し
き
は
、
こ
と
に
棲
む
虫
の
わ
れ
か
ら
と
、
心
を
悩
ま
す

わ
ざ
ぞ
か
し
。
さ
れ
ど
、
か
く
云
ふ
今
も
、
や
が
て
過
ぎ
し
昔
と
移
り
行
き
て
、
そ
の

人
、
そ
の
時
と
見
に
け
む
我
も
、
誰
に
見
え
け
む
人
の
数
と
は
な
り
ぬ
べ
き
。
思
へ
ば
、

は
か
な

停
き
命
の
う
ち
の
有
様
に
こ
そ
。

　
癸
の
丑
の
年
、
長
月
の
末
、
筆
を
起
こ
す

　
蘭
室
の
こ
の
序
文
に
は
、
時
間
の
流
れ
の
非
情
さ
と
、
そ
の
抗
い
が
た
い
現
実
に
対
す
る
認

識
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
自
分
自
身
が
実
際
に
交
友
を
持
っ
た
人
々
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
書

き
留
め
る
こ
と
の
意
義
を
、
明
確
に
自
覚
し
て
い
る
。
同
時
に
、
そ
の
よ
う
な
記
述
行
為
を
し

て
い
る
今
現
在
も
ま
た
、
過
去
と
な
り
、
過
去
の
人
々
を
書
き
留
め
て
い
る
自
分
自
身
も
ま

た
、
過
去
の
人
と
な
る
こ
と
も
自
覚
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
一
連
の
こ
と
を
、
思
え
ば
優

い
も
の
だ
、
と
詠
嘆
し
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
脳
室
が
、
個
々
の
人
々
を
回
想
し
記
述
す
る
今
も
ま
た
、
遠
か
ら
ぬ
将
来
、

過
ぎ
し
昔
と
な
る
こ
と
を
、
序
文
に
書
い
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
序
文
の
世

界
は
、
そ
の
ま
ま
先
に
見
た
『
平
熱
随
筆
』
の
践
文
に
書
か
れ
て
い
た
時
間
認
識
と
重
な
り
合

う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
序
文
の
表
現
も
ま
た
、
『
徒
然
草
』
の
語
彙
を
留
め
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
秋
の
夜
の
寝
覚
め
が
ち
な
る
に
、
思
ひ
出
つ
る
ま
に
ま
に
、
誰
と
な
く
何
時
の
折
か
ら
と

な
く
、
有
り
げ
む
こ
と
ど
も
甘
い
付
く
れ
ば
、
そ
の
人
、
そ
の
時
、
ま
た
目
に
見
え
、
心
に
浮

か
ぶ
も
、
何
と
や
ら
ん
床
し
く
懐
か
し
き
は
、
こ
と
に
棲
む
虫
の
わ
れ
か
ら
と
、
心
を
悩
ま
す

　
　
　
　
　
こ

わ
ざ
ぞ
か
し
」
と
い
う
部
分
は
、
『
徒
然
草
』
の
著
名
な
第
二
十
九
段
が
念
頭
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
静
か
に
思
へ
ば
、
よ
う
つ
に
過
ぎ
に
し
方
の
恋
し
さ
の
み
ぞ
せ
ん
か
た
な
き
。
人
静
ま

り
て
後
、
長
き
夜
の
す
さ
び
に
、
な
に
と
な
き
具
足
取
り
し
た
た
め
、
残
し
お
か
じ
と
思

ふ
反
古
な
ど
破
り
捨
つ
る
中
に
、
亡
き
人
の
手
習
ひ
、
絵
描
き
す
さ
び
た
る
見
出
で
た
る

こ
そ
、
た
だ
そ
の
折
の
心
地
す
れ
。
こ
の
ご
ろ
あ
る
人
の
分
だ
に
、
久
し
く
な
り
て
、
い

か
な
る
折
、
何
時
の
年
な
り
け
ん
と
思
ふ
は
、
あ
は
れ
な
る
ぞ
か
し
。
手
馴
れ
し
具
足
な

ど
も
、
心
も
な
く
て
変
は
ら
ず
久
し
き
、
い
と
悲
し
。

　
蘭
室
の
序
文
で
、
そ
れ
に
続
く
「
さ
れ
ど
、
か
く
言
ふ
今
も
、
や
が
て
過
ぎ
し
昔
と
移
り
行

き
て
」
と
い
う
部
分
は
、
『
徒
然
草
』
の
第
三
十
段
、
「
人
の
亡
き
跡
ば
か
り
悲
し
き
は
な
し
。

（
中
略
）
思
ひ
出
で
て
偲
ぶ
人
あ
ら
ん
ほ
ど
こ
そ
あ
ら
め
、
そ
も
ま
た
ほ
ど
な
く
失
せ
て
」
と

い
う
あ
た
り
、
ま
た
、
そ
れ
に
続
く
『
徒
然
草
』
の
第
三
十
一
段
と
第
三
十
二
段
に
書
か
れ
て

い
る
「
今
は
亡
き
人
な
れ
ば
、
か
ば
か
り
の
こ
と
も
忘
れ
難
し
」
（
第
三
十
一
段
）
や
、
「
そ
の

人
、
ほ
ど
な
く
失
せ
に
け
り
と
聞
き
侍
り
し
」
（
第
三
十
二
段
）
と
も
通
じ
て
い
る
。

　
逆
に
、
蘭
室
の
『
見
し
世
の
人
の
記
』
の
序
文
を
主
軸
と
し
て
、
『
徒
然
草
』
の
第
二
十
九

段
か
ら
第
三
十
二
段
あ
た
り
ま
で
を
連
続
的
に
読
ん
で
み
れ
ば
、
蘭
室
の
序
文
と
よ
く
似
て
い

る
こ
と
が
納
得
で
き
よ
う
。
特
に
、
『
徒
然
草
』
の
第
三
十
一
段
と
第
三
十
二
段
は
、
そ
の
直

前
の
第
三
十
段
を
受
け
つ
つ
、
ま
さ
に
兼
好
自
身
が
出
会
っ
た
女
性
の
面
影
が
、
彼
の
心
を
去

ら
な
い
こ
と
を
書
い
て
い
る
点
で
、
こ
の
連
続
す
る
二
段
は
、
『
徒
然
草
』
の
中
に
お
け
る

「
見
し
世
の
人
の
記
」
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
さ
て
、
蘭
室
自
身
は
序
文
の
中
で
、
「
誰
と
な
く
、
何
時
の
折
か
ら
と
な
く
、
有
り
げ
む
こ

と
ど
も
書
い
付
く
れ
ば
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
実
際
に
読
ん
で
み
る
と
、
特
に
冒
頭
部
な
ど

は
、
幼
年
時
代
の
父
親
の
記
憶
で
あ
り
、
そ
れ
に
続
く
記
述
も
ほ
ぼ
年
代
順
に
な
っ
て
お
り
、
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決
し
て
「
何
時
の
折
か
ら
と
な
く
」
と
い
う
ほ
ど
順
不
同
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

蘭
室
の
『
見
し
世
の
人
の
記
』
は
、
懐
古
的
な
交
友
記
で
あ
る
と
と
も
に
、
一
種
の
自
伝
的
な

記
述
に
な
っ
て
お
り
、
彼
の
人
間
形
成
・
精
神
形
成
が
、
こ
の
著
作
か
ら
垣
問
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
本
の
最
後
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
丙
寅
の
歳
の
夏
の
初
め
、
此
の
巻
の
筆
を
と
ど
め
る
が
、
聖
上
剛
二
な
ど
、

ま
ほ
し
き
者
多
し
。
げ
に
、
果
て
し
な
き
も
の
は
、
人
の
心
な
り
。

な
ほ
記
さ

　
つ
ま
り
、
こ
こ
ま
で
書
い
て
き
て
も
、
ま
だ
ま
だ
書
き
た
い
人
々
は
い
る
も
の
だ
と
嘆
息

し
、
人
間
の
心
の
は
た
ら
き
が
無
限
で
あ
る
こ
と
に
、
つ
く
づ
く
感
慨
を
催
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
賊
文
を
読
む
と
、
や
は
り
、
船
室
も
ま
た
、
人
間
の
心
の
不
可
思
議
さ
に
自
覚
的
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
の
よ
う
な
点
も
ま
た
、
『
徒
然
草
』
の
世
界
と
深
く
繋
が
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
『
供
し
世
の
人
の
記
』
を
、
冒
頭
部
か
ら
少
し
具
体
的
に
見
て
ゆ
こ
う
。
『
徒
然

草
』
と
の
関
連
と
い
う
眼
で
読
ん
で
ゆ
く
と
、
あ
ち
こ
ち
に
そ
の
痕
跡
が
見
出
さ
れ
る
。
ま
ず

『
見
し
世
の
人
の
記
』
に
お
け
る
第
一
部
と
し
て
、
第
一
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
を
把
握
し
た

い
。
こ
れ
ら
は
、
蘭
室
の
幼
年
期
お
よ
び
少
年
期
の
忘
れ
得
ぬ
人
々
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
『
見
し
世
の
人
の
記
』
・
の
第
一
条
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ま
ず
父
親
の
こ
と
で
あ
る
。
四
、

五
歳
の
時
に
、
煎
餅
を
食
べ
て
い
る
蘭
曲
を
見
て
父
が
、
「
煎
餅
を
丸
な
が
ら
喰
ら
ふ
を
と
こ

か
な
」
と
言
っ
た
こ
と
が
、
ま
る
で
今
の
よ
う
に
耳
に
止
ま
っ
て
い
る
と
い
う
記
述
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
書
き
方
も
、
幼
年
時
代
の
父
と
の
思
い
出
と
い
う
点
に
注
目
す
れ
ば
、
『
徒
然
草
』

の
最
終
段
で
、
兼
好
が
父
に
仏
の
起
源
を
質
問
し
て
、
父
が
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
話
を

　
　
　
　
　
　
　

彷
彿
さ
せ
る
。
屍
室
は
自
著
の
最
初
に
、
兼
好
は
自
著
の
最
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
父
と
の
思
い
出

を
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
『
見
し
世
の
人
の
記
』
は
、
蘭
室
が
四
十
二
歳
の
九
月

末
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
た
。
で
は
な
ぜ
、
こ
の
時
期
に
彼
は
執
筆
を
開
始
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
直
接
の
動
機
自
体
は
序
文
に
も
書
か
れ
て
い
な
い
。

馳
け
れ
ど
も
、
『
全
集
』
の
年
譜
を
見
て
ゆ
く
と
、
そ
の
問
の
事
情
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
わ
か

る
よ
う
な
気
が
す
る
。
前
々
年
に
、
蘭
島
は
四
十
歳
に
な
り
、
人
生
の
一
区
切
り
を
意
識
し
て

か
、
三
月
に
和
文
で
『
愚
山
遺
訓
』
を
著
し
て
、
「
さ
れ
ば
、
先
人
も
、
四
十
の
年
を
限
り
と

し
て
隠
れ
ま
し
け
る
こ
と
を
思
ひ
合
は
す
れ
ば
、
人
の
身
の
頼
み
難
き
、
や
が
て
、
か
く
も
や

な
り
行
き
な
ん
か
と
、
心
細
き
節
も
交
じ
り
て
、
感
念
を
催
す
こ
と
浅
か
ら
ず
」
と
書
い
て
い

る
。

　
ま
た
、
前
年
の
文
化
元
年
二
月
頃
は
、
か
つ
て
師
事
し
た
中
井
竹
山
が
七
十
五
歳
で
没
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
期
を
迎
え
、
に
わ
か
に
身
辺
の
寂
し
さ
や
心
細
さ
も
増
す
と
と
も
に
、

逆
に
、
我
が
人
生
を
振
り
返
り
、
出
会
っ
た
人
々
の
思
い
出
や
学
際
な
ど
を
懐
か
し
く
記
し
留

め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
ち
な
み
に
『
全
集
』
年
譜
で
、
『
見
し
世
の
人
の
記
』
を
起
筆
し
た
直
前
の
記
事
を
読
む
と
、

興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
書
い
て
あ
る
。
九
月
二
十
九
日
に
、
角
田
九
華
（
一
七
八
四
～
一
八

五
五
）
か
ら
『
礼
記
雛
題
』
と
煎
餅
を
贈
ら
れ
た
、
と
あ
る
。
ち
な
み
に
九
華
は
、
半
年
前
の

三
月
二
十
八
日
に
、
二
十
二
歳
で
蘭
室
に
入
門
し
た
弟
子
で
あ
る
。
『
見
し
世
の
人
の
記
』
の

冒
頭
が
、
四
、
五
歳
の
時
、
煎
餅
を
食
べ
て
い
る
蘭
室
を
見
て
父
が
詠
ん
だ
句
の
思
い
出
か
ら

書
き
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
い
合
わ
せ
る
と
、
あ
る
い
は
、
角
田
か
ら
贈
ら
れ
た
煎
餅
が
、

い
わ
ゆ
る
ブ
ル
ー
ス
ト
の
「
プ
テ
ィ
ッ
ト
・
マ
ド
レ
ー
ヌ
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
に
お
い
て
、
マ
ド
レ
ー
ヌ
菓
子
を
食
し
た
こ
と
が
幼
年
期
を
思
い

出
さ
せ
た
よ
う
に
、
蘭
室
も
ま
た
新
弟
子
か
ら
送
ら
れ
た
煎
餅
を
食
し
な
が
ら
、
自
分
に
と
っ

て
の
最
初
の
記
憶
と
も
言
う
べ
き
幼
年
時
代
の
父
の
思
い
出
を
書
く
と
こ
ろ
が
ら
、
忘
れ
得
ぬ

人
々
の
こ
と
を
書
き
留
め
て
お
こ
う
と
思
い
立
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
続
く
『
見
し
世
の
人
の
記
』
の
第
二
条
は
、
子
ど
も
の
頃
、
兄
弟
喧
嘩
を
諌
め
た
叔
父
の
こ

と
。
第
三
条
も
叔
父
の
こ
と
で
、
画
室
が
十
一
、
二
歳
の
頃
に
、
叔
父
か
ら
源
平
や
鎌
倉
、

『
太
平
記
』
、
関
ヶ
原
、
大
坂
の
陣
な
ど
戦
さ
の
物
語
を
よ
く
聞
い
た
こ
と
の
思
い
出
と
、
そ
の

後
の
叔
父
の
死
。
第
四
条
は
、
母
の
従
兄
弟
で
あ
る
小
比
賀
某
か
ら
、
『
四
書
集
註
』
一
部
を

与
え
ら
れ
て
素
読
を
し
た
の
が
、
自
分
に
と
っ
て
学
問
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
。

　
こ
の
第
四
条
に
続
け
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ね

　
此
の
冠
す
さ
び
は
、
今
は
亡
き
人
々
を
こ
そ
旨
と
し
て
記
す
な
れ
ど
、

筆
・
に
う
つ
る
は
、
さ
す
が
に
止
み
難
く
こ
そ
。

心
に
浮
か
び
で

　
蘭
室
は
、
序
文
冒
頭
で
、
「
怪
し
世
の
人
の
、
昔
語
り
と
な
り
行
き
ぬ
る
こ
そ
、
い
と
多
け

れ
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
今
は
亡
き
人
々
を
こ
そ
旨
」
と
し
て
書
き
始
め
た
の
で
あ
っ

た
が
、
早
く
も
第
四
条
で
、
最
初
の
心
算
と
は
異
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
だ

か
ら
、
「
心
に
浮
か
び
で
筆
に
う
つ
る
は
、
さ
す
が
に
止
み
難
く
こ
そ
」
と
い
う
表
現
は
、
『
徒

然
草
』
の
序
段
の
、
「
心
に
移
り
ゆ
く
よ
し
な
し
ご
と
を
、
そ
こ
は
か
と
な
く
書
き
つ
く
れ
ば
、

あ
や
し
う
こ
そ
も
の
ぐ
る
ほ
し
け
れ
」
と
い
う
表
現
と
の
類
似
性
を
帯
び
て
く
る
。

　
つ
ま
り
兼
好
は
、
心
に
浮
か
ん
で
く
る
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
書
く
行
為
は
、
自
分
の
心
の
制

御
を
越
え
た
も
の
に
な
る
こ
と
を
、
「
書
き
つ
く
れ
ば
、
あ
や
し
う
こ
そ
も
の
ぐ
る
ほ
し
け
れ
」
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と
述
べ
た
。
そ
れ
と
同
様
に
蘭
室
も
ま
た
、
当
初
の
心
積
も
り
と
は
異
な
る
、
お
の
ず
か
ら
な

る
筆
の
動
き
に
ま
か
せ
て
書
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
こ
と
を
、
「
さ
す
が
に
止
み
難
く
こ
そ
」

と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
執
筆
行
為
そ
の
も
の
が
も
た
ら
す
、
意
外
な
記
述
展
開
と
い
う
も

の
に
、
兼
好
も
蘭
室
も
敏
感
で
あ
っ
た
。

　
『
嘉
し
世
の
人
の
記
』
の
第
五
条
は
、
幼
い
作
事
を
見
て
、
こ
の
子
に
学
問
を
さ
せ
よ
と
言

っ
た
、
伯
母
の
妹
婿
で
あ
る
清
斎
翁
の
こ
と
。
第
六
条
は
、
連
歌
や
滑
稽
な
狂
歌
を
詠
ん
だ
流

水
軒
の
こ
と
。
第
七
条
は
、
蘭
室
が
十
七
歳
の
時
に
、
服
部
南
郭
の
門
下
だ
っ
た
万
堂
和
尚
か

　
　
　
　
　
　
　
き
き
が
き

ら
『
唐
詩
選
』
の
聞
書
を
与
え
ら
れ
て
、
初
め
て
漢
詩
に
触
れ
た
思
い
出
で
あ
る
。
万
堂
和
尚

は
、
実
父
・
則
郷
の
兄
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
叔
父
は
、
そ
の
年
の
十
一
月
に
五
十
八
歳
で

亡
く
な
っ
た
。

　
『
見
し
世
の
人
の
記
』
の
第
八
条
は
、
層
層
居
士
が
七
十
四
歳
で
重
病
に
な
っ
た
時
、
俊
阿

が
詠
ん
だ
辞
世
の
歌
に
蘭
室
が
和
し
た
こ
と
、
お
よ
び
か
つ
て
俊
阿
と
土
室
の
父
が
一
緒
に
旅

を
し
た
時
の
連
歌
を
反
古
の
中
に
見
出
し
て
、
そ
の
端
に
、
蘭
室
が
「
人
ぞ
皆
昔
語
り
と
な
り

し
世
に
花
や
変
は
ら
ず
春
を
知
る
ら
む
」
と
い
う
和
歌
を
書
き
付
け
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
第

九
条
は
、
俳
譜
を
好
ん
だ
叔
父
の
官
永
翁
の
発
句
を
一
句
書
く
。
第
十
条
は
、
二
十
歳
過
ぎ
で

亡
く
な
っ
た
叔
父
の
国
国
の
発
句
を
五
聖
を
記
す
。

　
こ
の
第
十
条
の
末
尾
に
、
「
即
し
世
の
人
を
こ
そ
記
せ
れ
ど
、
事
に
触
れ
、
心
動
け
ば
、
見

ぬ
世
の
人
に
も
及
ぶ
ぞ
か
し
。
さ
れ
ど
、
こ
は
、
い
と
稀
な
り
」
と
補
足
し
て
い
る
の
も
注
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　

さ
れ
る
。
こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
蘭
室
は
、
叔
父
の
瀧
左
と
は
、
生
前
面
識
が
な
か
っ
た
の
で
あ

り
、
自
分
が
実
際
に
会
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
々
の
思
い
出
を
書
く
と
い
う
主
旨
で
書
き
始
め
た

が
、
会
っ
た
こ
と
が
な
い
人
、
つ
ま
り
「
見
ぬ
世
の
人
」
に
も
筆
が
及
ぶ
と
言
う
の
で
あ
る
。

先
ほ
ど
の
、
第
四
条
の
後
に
書
い
て
あ
っ
た
こ
と
と
も
通
じ
る
よ
う
な
「
但
し
書
き
」
で
あ

る
。　
そ
し
て
、
こ
こ
で
も
「
事
に
触
れ
、
心
動
け
ば
」
と
い
う
表
現
に
着
臣
す
る
な
ら
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
た

は
、
『
徒
然
草
』
の
第
百
五
十
七
段
、
「
心
は
、
必
ず
事
に
触
れ
て
来
る
」
と
い
う
表
現
を
圧
縮

し
て
書
い
た
も
の
と
見
倣
し
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
ど
ち
ら
も
、
「
何
か
に
触
発
さ
れ
て
、

心
と
い
う
も
の
は
動
く
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　
『
徒
然
草
』
の
「
心
は
、
必
ず
事
に
触
れ
て
来
る
」
の
出
典
は
、
「
心
は
、
孤
り
起
こ
ら
ず
。

　
　
　
　
よ

必
ず
縁
に
託
る
」
（
『
摩
詞
止
観
』
『
観
心
略
要
集
』
な
ど
）
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

表
現
に
依
っ
た
と
し
て
も
、
『
徒
然
草
』
で
は
、
か
な
り
わ
か
り
や
す
く
噛
み
砕
い
た
表
現
に

な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
表
現
が
一
読
忘
れ
が
た
く
心
に
残
り
、
蘭
室
の
よ
う
な
後

世
の
人
の
著
作
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
徒
然
草
』
の
文
学
的
な
命
脈
が
、
こ
の
よ
う

な
と
こ
ろ
に
も
顔
を
出
し
て
い
る
。
第
十
一
条
に
は
、
十
歳
の
頃
、
『
伊
勢
物
語
』
を
親
戚
か

ら
も
ら
っ
た
こ
と
、
第
十
二
条
に
は
、
桜
山
禅
師
を
訪
ね
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
『
亡
し
世
の
人
の
記
』
の
第
十
三
条
に
は
、
十
九
歳
の
時
の
伊
勢
旅
行
中
に
、
吉
野
吉
水
院

で
行
き
会
っ
た
見
知
ら
ぬ
武
士
が
、
蘭
室
の
菅
の
小
笠
に
書
き
付
け
て
あ
っ
た
「
謹
信
」
と
い

う
文
字
が
『
論
語
』
の
一
節
で
あ
る
こ
と
に
目
を
止
め
て
感
じ
入
っ
た
こ
と
を
忘
れ
が
た
く
書

き
留
め
て
い
る
。
「
何
ば
か
り
の
事
な
ら
ね
ど
、
そ
の
人
の
、
心
を
付
け
た
り
し
事
の
、
今
も

忘
れ
ず
。
い
か
な
る
人
な
り
け
む
か
し
」
と
い
う
蘭
室
の
感
想
に
は
、
若
き
日
の
自
分
の
モ
ッ

ト
ー
に
見
知
ら
ぬ
他
人
が
感
じ
入
っ
て
く
れ
た
こ
と
、
つ
ま
り
、
以
心
伝
心
で
み
ず
か
ら
の
人

生
訓
を
理
解
し
て
も
ら
え
た
こ
と
に
対
す
る
深
い
喜
び
が
、
二
十
年
以
上
経
っ
て
も
、
心
の
中

で
強
く
息
づ
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
郷
里
の
親
族
た
ち
以
外
の
、
広
い
外
界
と
繋
が
っ
た
思
い
出
で
あ
る
。
『
徒
然
草
』

で
言
え
ば
、
第
四
十
一
段
の
賀
茂
の
競
べ
馬
見
物
で
、
兼
好
が
何
気
な
く
発
し
た
言
葉
が
、
周

り
に
い
た
見
ず
知
ら
ず
の
見
物
人
た
ち
の
心
を
動
か
し
、
兼
好
の
発
言
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ

と
を
「
か
ほ
ど
の
理
、
誰
か
は
思
ひ
よ
ら
ざ
ら
ん
な
れ
ど
も
、
折
か
ら
の
、
思
ひ
か
け
ぬ
心
地

し
て
、
胸
に
あ
た
り
け
る
に
や
。
人
、
木
石
に
あ
ら
ね
ば
、
時
に
と
り
て
、
も
の
に
感
ず
る
こ

と
な
き
に
あ
ら
ず
」
と
書
い
て
い
る
こ
と
と
も
繋
が
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
兼
好
は
、
自
分
が
他

者
の
心
を
動
か
し
た
こ
と
の
体
験
を
忘
れ
が
た
く
書
き
留
め
て
い
る
。
雨
垂
の
場
合
も
、
『
論

語
』
の
字
旬
を
笠
に
書
く
と
い
う
何
気
な
い
行
為
が
、
他
者
の
心
を
動
か
し
た
と
言
う
点
で
、

共
通
性
を
持
っ
て
い
る
。

　
し
か
も
、
『
徒
然
草
』
は
賀
茂
の
競
べ
馬
の
直
後
の
第
四
十
三
段
で
は
、
兼
好
が
偶
然
垣
間

見
た
、
理
想
的
な
美
意
識
に
包
ま
れ
た
、
見
知
ら
ぬ
青
年
の
読
書
姿
に
感
じ
入
り
、
「
い
か
な

る
人
な
り
け
ん
、
尋
ね
聞
か
ま
ほ
し
」
と
思
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
蘭
室
が
第
十
三
条

の
末
尾
を
、
「
い
か
な
る
人
な
り
け
む
か
し
」
と
結
ん
で
い
る
こ
と
と
、
響
き
合
う
。

　
つ
ま
り
、
鼻
骨
は
、
『
徒
然
草
』
を
一
段
ず
つ
区
切
っ
て
、
ば
ら
ば
ら
に
読
む
の
で
は
な
く
、

お
そ
ら
く
連
続
的
に
よ
く
読
み
込
ん
で
お
り
、
そ
の
よ
う
な
読
書
体
験
に
よ
っ
て
、
先
に
見
て

き
た
よ
う
に
序
文
に
お
け
る
『
徒
然
草
』
の
第
二
十
九
段
か
ら
第
三
十
二
段
あ
た
り
ま
で
の
一

連
の
記
述
を
融
合
し
た
よ
う
な
時
間
認
識
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で

は
、
第
四
十
一
段
と
第
四
十
三
段
と
い
う
、
近
く
に
あ
る
章
段
を
同
時
に
反
映
し
た
よ
う
な
書

き
方
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
さ
ら
に
言
え
ば
、
『
徒
然
草
』
の
第
四
十
一
段
は
、
兼
好
が
そ
れ
以
前
の
書
物
中
心
の
、
あ

る
意
味
で
観
念
的
な
知
識
・
教
養
の
世
界
か
ら
一
歩
外
界
に
踏
み
出
し
た
極
め
て
重
要
な
段
で

あ
っ
た
よ
う
に
、
蘭
室
十
九
歳
の
伊
勢
旅
行
も
ま
た
新
た
な
世
界
へ
の
第
一
歩
で
あ
り
、
兼
好

も
蘭
室
も
、
そ
の
第
一
歩
が
、
他
者
に
よ
る
理
解
と
受
け
入
れ
で
あ
っ
た
こ
と
も
ま
た
、
不
思



167　（14）裕子内島

議
な
暗
合
と
言
え
よ
う
。

　
さ
て
、
『
若
し
世
の
人
の
記
』
の
第
十
四
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
は
、
蘭
室
が
入
門
し
た

順
に
、
師
で
あ
る
藪
孤
山
・
三
浦
梅
園
・
中
井
竹
山
の
思
い
出
を
中
心
に
書
い
て
い
る
。
教
え

を
受
け
た
儒
学
者
や
文
学
者
の
こ
と
を
記
し
、
そ
れ
以
前
と
は
異
な
る
妻
室
の
修
学
時
代
に
入

る
。
『
見
し
世
の
人
の
記
』
の
第
二
部
も
、
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。
彼
ら
の
風
貌
は
、
型
に
嵌
っ

た
書
き
方
で
は
な
く
、
む
し
ろ
意
外
な
側
面
や
個
性
的
な
言
動
な
ど
を
印
象
的
に
記
し
、
人
問

味
溢
れ
る
生
気
に
満
ち
た
書
き
方
で
あ
る
。

　
第
十
四
条
で
は
、
「
二
十
を
越
え
た
る
年
、
初
め
て
肥
の
国
に
行
き
て
、
藪
先
生
に
、
事
の

学
び
し
、
唐
文
の
道
ど
も
、
や
や
明
ら
め
ぬ
」
と
始
ま
り
、
熊
本
の
時
習
館
教
授
だ
っ
た
儒
学

者
・
藪
孤
山
（
一
七
三
五
～
一
八
〇
二
）
の
教
育
方
法
な
ど
を
記
す
。

　
第
十
五
条
で
は
、
藪
孤
山
が
、
原
因
不
明
の
病
気
で
苦
し
み
夜
も
眠
れ
ず
に
い
た
自
分
の
娘

の
病
を
、
邪
気
を
遠
ざ
け
疾
病
を
除
く
と
い
う
伝
家
の
宝
剣
を
袋
に
入
れ
て
枕
元
に
置
く
こ
と

で
治
し
た
話
を
書
い
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
実
は
そ
の
宝
剣
は
「
た
だ
、
世
の
常
の
も
の
な

り
」
で
あ
っ
た
と
種
明
か
し
も
書
い
て
い
る
。
そ
れ
に
続
け
て
、
馬
の
世
話
を
す
る
男
が
、
急

に
罵
り
な
が
ら
走
り
回
り
出
し
た
の
を
人
々
が
や
っ
と
の
こ
と
で
捕
ら
え
て
帰
っ
て
き
た
の

で
、
藪
先
生
が
そ
の
男
に
、
「
お
前
は
何
か
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
と
見
え
る
か
ら
、
尊
い
お
守

り
を
貸
し
て
あ
げ
よ
う
」
と
言
っ
て
首
に
か
け
る
と
、
し
ば
ら
く
し
て
正
気
に
戻
っ
た
が
、
そ

の
お
守
り
と
い
う
の
も
、
藪
先
生
が
普
段
巾
着
に
付
け
て
い
た
角
細
工
の
根
付
だ
っ
た
と
い

う
。
人
間
の
心
理
を
よ
く
見
据
え
た
孤
山
の
機
転
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
き
り
ょ
う

　
ま
た
、
『
碧
し
世
の
人
の
記
』
の
第
十
六
条
に
は
、
生
霊
が
い
る
か
い
な
い
か
と
問
わ
れ
た

孤
山
が
、
「
あ
る
と
思
う
者
に
は
あ
る
し
、
な
い
と
思
う
者
に
は
な
い
」
と
答
え
た
こ
と
な
ど

を
書
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
も
、
『
徒
然
草
』
的
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。
「
眠
た
け

れ
ば
、
目
が
覚
め
て
い
る
時
に
念
仏
せ
よ
」
と
か
、
「
往
生
は
で
き
る
と
思
え
ば
で
き
る
し
、

で
き
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
と
思
え
ば
、
で
き
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
」
と
言
っ
た
と
い

う
法
然
の
話
（
第
三
十
九
段
）
や
、
馬
を
洗
っ
て
い
た
男
の
言
葉
を
、
仏
教
の
言
葉
と
聞
き
間

違
え
て
感
動
し
た
明
恵
の
話
（
第
百
四
十
四
段
）
な
ど
を
書
き
留
め
た
『
徒
然
草
』
と
、
ど
こ

か
し
ら
通
じ
る
よ
う
に
思
う
。

　
兼
好
は
、
こ
れ
ら
の
人
々
を
直
接
知
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
高
僧
と
い
う
肩
書
き
や

先
入
観
で
な
く
、
そ
の
人
の
人
間
性
そ
の
も
の
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
書
き

留
め
て
い
る
。
蘭
室
も
、
藪
先
生
の
人
間
味
溢
れ
る
姿
を
よ
く
捉
え
て
い
る
。

　
『
難
し
世
の
人
の
記
』
の
第
十
七
条
は
、
時
習
館
・
助
教
の
伊
形
霊
雨
の
こ
と
。
第
十
八
条

は
、
藪
孤
山
の
父
の
こ
と
。
第
十
九
条
は
、
車
室
と
い
う
額
を
書
い
て
も
ら
っ
た
書
家
で
儒
者

の
草
野
潜
渓
の
こ
と
。
第
二
十
条
は
、
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
天
草
の
書
生
・
中
野
万
介
の
こ

と
。
第
二
十
一
条
は
、
や
は
り
早
世
し
た
辛
川
貞
次
郎
の
こ
と
。
そ
し
て
第
二
十
二
条
は
、
叔

父
の
又
従
兄
弟
の
極
冠
の
発
句
を
、
五
句
書
い
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
が
、
主
と
し
て
時
習
館
関

係
の
人
々
で
あ
る
。

　
次
の
第
二
十
三
条
に
は
、
二
十
二
歳
の
春
に
、
三
浦
梅
園
（
一
七
二
三
～
一
七
八
九
）
を
訪

ね
て
数
日
問
で
は
あ
る
が
、
学
ん
だ
こ
と
を
書
く
。

　
『
見
し
世
の
人
の
記
』
の
第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
は
、
二
十
四
歳
の
時
の
大
坂

遊
学
の
思
い
出
と
、
そ
の
時
に
出
会
っ
た
人
々
を
記
す
。
ま
ず
第
二
十
四
条
で
は
、
大
坂
遊
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

中
に
中
井
竹
山
（
一
七
三
〇
～
一
八
〇
四
）
の
家
で
、
竹
山
の
息
子
で
あ
る
淵
蔵
と
半
年
間
同

居
し
た
時
の
こ
と
を
、
懐
か
し
く
思
い
出
し
て
い
る
。
そ
の
時
の
エ
ピ
ソ
～
ド
は
、
ま
る
で

『
徒
然
草
』
の
第
二
百
十
五
段
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。
『
徒
然
草
』
の
話
は
、
宮
相
時
の
回
顧
談

を
兼
好
が
聞
い
て
書
い
た
も
の
で
、
延
着
が
若
い
頃
、
あ
る
夜
、
急
に
最
明
寺
入
道
（
北
条
時

頼
）
に
呼
ば
れ
て
少
量
の
酒
を
飲
む
こ
と
に
な
っ
た
が
、
酒
の
肴
が
な
か
っ
た
の
で
、
少
し
の

味
噌
を
台
所
か
ら
探
し
出
し
て
、
二
人
で
快
く
飲
ん
だ
と
い
う
有
名
な
話
で
あ
る
。

　
蘭
室
が
書
い
て
い
る
大
坂
時
代
の
思
い
出
は
、
表
現
な
ど
も
、
ど
こ
と
な
く
『
徒
然
草
』
と

通
い
合
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
次
に
、
そ
の
部
分
の
原
文
を
引
用
し
よ
う
。

　
冬
夜
の
長
き
頃
は
、
淵
蔵
兄
弟
、
そ
の
他
の
良
朋
、
両
三
輩
、
打
ち
集
ま
り
て
物
語
り

し
、
更
け
ゆ
く
を
知
ら
ざ
り
し
こ
と
、
し
ば
し
ば
な
り
き
。
或
る
夜
、
殊
に
風
寒
き
に
、

人
々
皆
、
空
腹
に
て
、
霜
気
凌
ぎ
が
た
く
覚
え
け
る
が
、
一
書
生
、
精
米
を
小
袋
に
貯
へ

た
る
を
取
り
出
だ
せ
り
。
こ
は
、
よ
き
も
の
あ
り
と
て
、
炉
火
に
か
け
て
粥
を
炊
き
た
る

に
、
楼
上
の
こ
と
な
れ
ば
、
塩
気
な
し
。
夜
更
け
て
、
人
の
妨
げ
と
な
ら
ん
も
い
か
が
し

け
れ
ば
、
と
て
、
塩
な
く
ば
、
と
遡
れ
ふ
る
に
、
｝
人
、
楼
を
下
り
て
、
よ
き
も
の
こ
そ

得
た
れ
と
て
、
小
さ
き
干
し
魚
を
四
つ
五
つ
持
ち
来
た
り
。
や
が
て
埋
り
て
、
粥
と
と
も

に
喫
し
け
る
が
、
既
に
鶏
の
声
も
聞
こ
え
ぬ
。
人
々
驚
き
て
、
立
ち
別
れ
け
り
。
か
か
る

こ
と
さ
へ
、
折
に
触
れ
て
は
思
ひ
出
で
て
、
あ
は
れ
に
も
、
を
か
し
く
も
、
ま
た
懐
か
し

き
こ
と
に
も
、
思
ふ
こ
と
な
れ
。

　
蘭
室
が
大
坂
の
中
井
竹
山
の
も
と
に
遊
学
し
た
の
は
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
十
月
、
二

十
四
歳
の
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
最
初
は
、
懐
徳
書
院
の
寄
宿
舎
に
住
ん
だ
が
、
ほ
ど
な
く
中

井
家
の
邸
内
に
あ
る
餐
霞
楼
で
、
中
井
淵
蔵
と
同
居
し
た
。
そ
こ
に
淵
蔵
兄
弟
を
始
め
、
二
、

三
人
の
書
生
た
ち
が
し
ば
し
ば
集
ま
り
、
夜
を
徹
し
て
語
り
合
っ
た
。
そ
の
頃
の
出
来
事
で
あ

る
。
あ
る
寒
い
風
が
吹
く
夜
、
だ
い
ぶ
夜
も
更
け
た
こ
と
と
て
、
若
者
た
ち
は
皆
、
空
腹
だ
っ
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た
。
そ
の
時
、
あ
る
一
人
の
若
者
が
、
小
袋
か
ら
米
を
取
り
出
し
た
。
皆
は
、
こ
れ
は
よ
い
も

の
が
あ
っ
た
と
喜
び
合
い
、
早
速
、
室
内
の
炉
の
火
に
か
け
て
粥
を
炊
い
た
。
し
か
し
、
台
所

か
ら
離
れ
た
楼
上
の
書
斎
で
あ
る
か
ら
、
調
味
料
な
ど
置
い
て
あ
る
わ
け
が
な
い
。
さ
り
と

て
、
塩
気
が
な
く
て
は
、
せ
っ
か
く
の
粥
に
味
が
付
か
な
い
。
し
か
も
こ
ん
な
夜
更
け
に
台
所

に
塩
を
探
し
に
行
っ
て
は
、
他
の
人
た
ち
が
目
を
醒
ま
し
て
し
ま
い
、
睡
眠
の
妨
害
に
な
っ
て

し
ま
う
。
さ
て
ど
う
し
た
も
の
か
と
、
皆
が
困
っ
て
残
念
に
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
あ
る
一
人

が
、
階
下
に
行
っ
て
、
「
よ
い
も
の
を
見
つ
け
た
ぞ
」
と
行
っ
て
、
小
さ
な
干
し
魚
を
数
匹
持

っ
て
き
た
。
す
ぐ
に
そ
れ
を
炉
で
表
っ
て
、
粥
と
と
も
に
食
べ
て
い
る
う
ち
に
、
早
く
も
夜
明

け
を
告
げ
る
鶏
の
声
が
し
て
、
さ
す
が
に
皆
が
慌
て
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
に
戻
っ
た
と
い
う

話
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
『
見
し
世
の
人
の
記
』
の
執
筆
時
か
ら
二
十
年
も
前
の
、
青
春
時
代
の
忘
れ
が
た

い
一
難
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
話
の
眼
目
は
、
あ
く
ま
で
も
、
若
き
日
の
質
素
だ
が
熱
気
に

溢
れ
た
勉
学
時
代
へ
の
切
な
い
ほ
ど
の
懐
か
し
さ
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
話
運
び
の
背
景
に

は
、
『
徒
然
草
』
の
第
二
百
十
五
段
、
最
明
寺
入
道
の
味
噌
と
酒
の
話
が
揺
曳
し
て
は
い
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
（
時
頼
が
）
「
肴
こ
そ
、
な
け
れ
。
人
は
、
静
ま
り
ぬ
ら
ん
。
さ
り
ぬ
べ
き
物
や
あ
る

と
、
い
つ
く
ま
で
も
求
め
給
へ
」
、
と
あ
り
し
か
ば
、
紙
燭
さ
し
て
、
隈
々
を
求
め
し
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
か
は
ら
け

ど
に
、
台
所
の
棚
に
、
小
土
器
に
味
噌
の
少
し
付
き
た
る
を
見
出
で
て
、
「
こ
れ
ぞ
、
求

め
得
て
候
ふ
」
、
と
申
し
し
か
ば
、
「
こ
と
足
り
な
ん
」
と
て
、
快
く
数
献
に
及
び
て
、
興

に
入
ら
れ
に
き
。
そ
の
世
に
は
、
か
く
こ
そ
侍
り
し
か
、
と
（
宣
時
は
）
申
さ
れ
き
。

　
『
徒
然
草
』
で
は
、
質
素
で
、
し
か
も
互
い
の
心
が
強
く
結
び
合
わ
さ
っ
て
い
た
鎌
倉
武
士

た
ち
の
時
代
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
話
は
『
徒
然
草
』
の
中
で
も
一

読
忘
れ
が
た
い
。
そ
れ
は
、
質
実
で
強
固
な
連
帯
感
・
一
体
感
が
彼
ら
に
あ
り
、
そ
れ
が
こ
の

話
を
引
き
締
め
も
し
、
ま
た
血
の
通
っ
た
も
の
に
も
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
中
井
竹
山
の
も

と
に
参
集
し
、
寄
宿
生
活
を
し
な
が
ら
勉
学
に
励
む
若
者
た
ち
も
ま
た
、
質
実
で
あ
り
な
が
ら

知
的
な
一
体
感
に
結
ば
れ
、
親
し
く
共
に
過
ご
す
時
間
を
共
有
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
記
事
の
す
ぐ
後
で
、
蘭
室
は
、
将
来
を
嘱
望
さ
れ
て
い
た
淵
蔵
が
早
世
し
た

こ
と
、
そ
し
て
今
、
自
分
の
も
と
に
は
彼
か
ら
の
手
紙
類
が
「
永
き
形
見
草
と
な
り
に
き
」
、

と
記
す
の
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
『
下
し
世
の
人
の
記
』
と
は
、
ほ
と
ん
ど
が
今
は
亡
き
人
々
の

思
い
出
草
で
あ
り
、
蘭
室
は
こ
れ
ら
を
書
き
つ
つ
、
人
の
世
の
優
さ
と
、
思
い
出
の
リ
ア
リ
テ

ィ
に
、
身
を
引
き
裂
か
れ
る
思
い
が
し
た
で
あ
ろ
う
。

　
『
偉
し
世
の
人
の
記
』
の
第
二
十
五
条
は
、
中
井
竹
山
と
の
和
歌
の
贈
答
。
第
二
十
六
条
は
、

五
井
加
助
（
持
軒
）
が
淳
良
誠
実
な
人
柄
で
あ
る
と
同
時
に
、
い
か
に
市
井
の
こ
と
に
疎
か
っ

た
か
と
い
う
こ
と
を
、
夜
行
し
て
近
寄
っ
て
き
た
若
い
女
を
論
し
て
、
一
晩
家
に
泊
め
、
銀
子

ま
で
持
た
せ
て
帰
し
た
話
を
記
す
。
こ
の
女
は
、
夜
鷹
で
あ
っ
た
。
五
井
加
助
は
、
懐
徳
堂
の

助
教
を
勤
め
た
五
井
蘭
留
の
父
で
、
儒
学
者
で
あ
る
。
蘭
室
に
と
っ
て
「
結
し
世
の
人
」
で
は

な
い
が
、
「
あ
ま
り
に
を
か
し
き
物
語
な
が
ら
、
そ
の
人
を
思
ひ
見
る
に
足
る
も
の
あ
る
ゆ
ゑ
、

麗
し
人
に
は
あ
ら
ざ
れ
ど
、
筆
の
す
さ
び
し
な
し
ぬ
」
と
、
蘭
虫
は
断
っ
て
い
る
。
こ
こ
も
ま

た
、
自
然
な
筆
の
流
れ
で
書
い
た
記
事
で
あ
る
。

　
『
亡
し
世
の
人
の
記
』
の
第
二
十
七
条
は
、
竹
山
の
弟
の
中
井
履
軒
（
一
七
三
二
～
一
八
一

七
）
が
「
隠
操
あ
り
て
、
世
に
出
る
こ
と
を
厭
は
れ
け
る
」
こ
と
を
記
す
。
履
軒
は
、
あ
る

時
、
気
に
入
っ
た
刀
の
目
貫
に
高
額
の
代
金
を
払
っ
た
。
そ
の
目
貫
を
、
雷
鳥
の
家
を
訪
ね
た

客
人
が
、
履
軒
の
買
値
よ
り
も
さ
ら
に
高
額
を
払
っ
て
、
持
ち
帰
っ
た
。
後
日
、
履
軒
は
そ
の

金
額
（
差
額
）
を
骨
董
店
に
置
い
て
き
て
、
商
人
を
驚
か
せ
た
。
商
人
は
、
履
軒
の
家
に
返
礼

の
籠
盛
の
魚
を
差
し
入
れ
て
逃
げ
帰
っ
た
、
と
い
う
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
一
連
の
出
来
事
の
真
偽

を
聞
か
れ
て
も
、
履
軒
は
「
そ
ん
な
愚
か
な
こ
と
を
す
る
人
周
が
い
る
だ
ろ
う
か
」
と
だ
け
答

え
た
と
言
う
。
隠
操
、
つ
ま
り
俗
世
間
か
ら
離
れ
た
心
持
ち
で
、
世
間
を
厭
っ
て
い
た
履
軒
の

面
目
躍
如
の
話
で
あ
る
。

　
『
減
し
世
の
人
の
記
』
の
第
二
十
八
条
は
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
に
大
坂
の
大
火
で
懐

徳
堂
が
全
焼
し
た
の
で
、
そ
の
再
興
の
た
め
に
竹
山
が
江
戸
に
赴
い
た
際
の
和
歌
を
七
首
、
詞

書
と
と
も
に
記
し
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
が
、
『
冷
し
世
の
人
の
記
』
の
第
二
部
で
あ
る
。

　
『
見
し
世
の
人
の
記
』
の
第
二
十
九
条
か
ら
最
後
の
第
六
十
一
条
ま
で
が
第
三
部
で
、
大
き

く
捉
え
れ
ば
、
修
学
期
以
後
、
現
在
ま
で
に
出
会
っ
た
忘
れ
得
ぬ
人
々
で
あ
る
。
第
三
十
条

は
、
高
山
彦
九
郎
（
一
七
四
七
～
一
七
九
三
）
と
の
出
会
い
を
記
し
て
い
る
。
彦
九
郎
は
、
寛

政
の
三
奇
人
の
一
人
で
、
上
野
国
の
新
田
郡
細
谷
に
生
ま
れ
。
尊
皇
の
志
が
、
は
な
は
だ
深
か

　
　
　
　
　
を
の
こ

っ
た
。
「
此
の
男
子
、
談
話
の
中
に
、
た
ま
た
ま
天
朝
衰
運
に
及
べ
ば
、
必
ず
、
は
ら
は
ら
と

涙
を
落
と
し
き
。
そ
の
後
、
筑
後
の
国
に
て
、
み
ま
か
り
ぬ
と
聞
こ
え
し
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
『
見
し
世
の
人
の
記
』
の
第
三
十
一
条
か
ら
は
、
し
ば
ら
く
孝
子
と
長
寿
の
人
々
が
続
く
。

第
四
十
九
条
は
、
藪
孤
山
の
姉
が
長
寿
で
あ
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
松
島
の
絵
を
庵
の
障
子
に
描

か
せ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
松
島
の
絵
を
描
い
た
の
は
、
『
源
氏
物
語
』
に
も
引
用

さ
れ
て
有
名
な
「
む
べ
も
心
あ
る
海
人
は
住
み
け
り
」
と
い
う
古
歌
を
踏
ま
え
て
い
る
。
第
五

十
条
か
ら
最
後
ま
で
は
、
早
世
し
た
知
人
や
最
近
死
没
し
た
人
々
な
ど
を
書
い
て
い
る
。
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以
上
、
『
寒
し
世
の
人
の
記
』
の
全
体
を
概
観
し
て
き
た
が
、
『
徒
然
草
』
と
の
関
連
箇
所

は
、
特
に
前
半
部
分
に
お
い
て
顕
著
で
あ
っ
た
。
後
半
は
、
孝
子
や
長
寿
な
ど
、
か
な
り
書
き

方
が
型
に
嵌
っ
て
し
ま
い
、
前
半
の
生
き
生
き
と
し
た
息
吹
が
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
く
な
る
。

人
生
で
出
会
っ
た
人
々
の
思
い
出
は
、
や
は
り
若
き
日
の
出
会
い
の
印
象
が
蘭
室
に
と
っ
て
強

く
、
精
神
形
成
期
に
お
け
る
人
と
の
出
会
い
の
感
動
こ
そ
が
、
文
章
に
も
表
現
に
も
魅
力
を
与

え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
よ
う
な
前
半
部
分
に
、
と
り
わ
け
『
徒
然
草
』
と
の
関
連
が
見
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
蘭

室
の
筆
致
の
背
後
に
『
徒
然
草
』
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
学
と
し
て
読
ま
せ
る
魅
力
が
発

生
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
暮
し
世
の
人
の
記
』
は
、
そ
の
意
味
で
、
作
品

と
し
て
の
面
白
さ
は
前
半
部
に
あ
り
、
後
半
に
な
る
と
事
例
列
挙
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
の
が
惜
し
ま
れ
る
と
、
概
括
で
き
る
。

　
『
辞
し
世
の
人
の
記
』
は
、
そ
の
題
名
自
体
に
か
な
り
は
っ
き
り
と
『
徒
然
草
』
の
刻
印
が

見
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
、
他
の
脇
蘭
室
の
著
作
で
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の

よ
う
な
観
点
か
ら
探
し
て
み
る
と
、
『
全
集
』
に
は
入
っ
て
い
な
い
が
、
皇
室
の
最
初
の
著
作

『
歳
關
漫
語
』
が
注
目
さ
れ
る
。

三
　
『
歳
關
漫
語
』
と
『
徒
然
草
』

　
『
歳
閾
漫
語
』
は
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
、
脇
蘭
室
が
二
十
三
歳
の
年
末
に
著
し
た
随
筆

で
あ
る
。
『
全
集
』
の
年
譜
で
は
、
執
筆
年
代
が
天
明
元
年
の
項
に
入
っ
て
い
る
が
、
序
文
に

天
明
六
年
と
明
記
し
て
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
が
、
『
全
集
』
未
収
録
だ
っ
た
『
漫
語
』
は
、

『
大
分
県
史
料
（
2
2
）
第
八
部
・
先
賢
資
料
・
一
』
に
収
め
ら
れ
た
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
適

宜
、
原
文
を
引
用
し
な
が
ら
、
『
徒
然
草
』
と
の
関
連
性
を
指
摘
し
た
い
。
引
用
に
あ
た
り
、

表
記
な
ど
変
え
た
箇
所
も
あ
る
。

　
ま
ず
最
初
に
、
序
文
の
全
文
を
見
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
花
開
き
、
花
落
ち
て
、
春
に
別
れ
、
月
盈
ち
、
月
轟
け
て
秋
を
送
り
、
二
十
余
り
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
た
け
な
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

の
冬
、
ま
た
こ
こ
に
、
蘭
な
ら
ん
と
す
。
一
夜
、
灯
火
を
掲
げ
て
、
空
し
く
古
る
事
を
悔

ゆ
。
我
に
先
立
ち
て
、
悔
ゆ
る
者
、
ま
こ
と
に
多
し
。
我
に
後
れ
て
悔
ゆ
る
者
、
そ
れ
少

な
か
ら
ん
や
。
我
み
つ
か
ら
悲
し
む
の
余
り
、
ま
た
人
を
悲
し
む
。
悲
し
ん
で
妄
り
に
語

る
言
葉
の
つ
い
で
な
く
、
心
の
趣
き
な
き
を
知
ら
ず
。

　
　
　
天
明
六
年
丙
午
十
二
月
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蘭
卜
し
る
す

　
冒
頭
は
、
「
春
の
花
」
と
「
秋
の
月
」
に
、
「
春
秋
」
す
な
わ
ち
歳
月
を
託
し
た
対
句
仕
立
て

の
表
現
で
あ
り
、
文
学
的
な
書
き
出
し
で
あ
る
。
二
十
三
歳
の
年
も
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
る
年

末
に
、
蘭
室
は
、
空
し
く
歳
月
が
過
ぎ
て
ゆ
く
こ
と
を
悔
や
み
、
悲
し
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
後
悔
は
、
自
分
だ
け
で
な
く
先
人
も
後
人
も
同
じ
で
あ
ろ
う
と
思
い
や
っ
て
い
る
。

　
本
書
の
題
名
『
歳
閑
漫
語
』
は
、
こ
の
序
文
中
の
「
二
十
余
り
三
年
の
冬
、
ま
た
こ
こ
に
、

閾
な
ら
ん
と
す
」
と
い
う
表
現
か
ら
採
っ
て
い
る
。
蘭
室
は
、
人
と
生
ま
れ
て
、
自
分
は
今
ま

で
何
を
し
、
こ
れ
か
ら
何
を
し
ょ
う
と
し
て
い
る
の
か
考
え
あ
ぐ
ね
て
お
り
、
そ
の
思
い
を
書

き
連
ね
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
序
文
を
読
ん
だ
だ
け
で
は
、
＝
夜
、
灯
火
を
掲
げ
て
」
の
あ
た
り
を

別
と
す
れ
ば
、
『
漫
語
』
と
『
徒
然
草
』
と
の
関
連
は
窺
い
知
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
ひ
と
た

び
本
文
を
読
み
始
め
れ
ば
、
実
に
驚
く
べ
き
『
徒
然
草
』
と
の
類
似
・
鑑
査
の
連
な
り
で
あ

る
。
そ
の
情
景
は
、
奇
観
と
も
形
容
す
べ
き
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
蘭
室
は
、
二
十

三
歳
以
前
に
『
徒
然
草
』
を
熟
読
し
て
お
り
、
自
身
で
筆
を
執
る
や
い
な
や
、
溢
れ
出
る
感

想
・
着
想
は
こ
と
ご
と
く
『
徒
然
草
』
の
調
子
を
帯
び
た
表
現
を
纏
っ
て
、
奔
流
の
よ
う
に
流

れ
出
た
の
だ
ろ
う
。

　
『
歳
閾
漫
語
』
は
、
冒
頭
に
白
丸
印
が
付
い
た
全
三
十
一
条
か
ら
な
る
随
感
集
で
あ
る
。
第

一
条
か
ら
簡
略
に
各
条
の
内
容
・
表
現
・
『
徒
然
草
』
と
の
関
連
を
述
べ
て
ゆ
こ
う
。

　
『
歳
閾
漫
語
』
の
第
一
条
は
、
人
間
の
命
の
優
さ
や
生
死
の
測
り
が
た
さ
を
書
き
、
蘭
室
の

最
大
の
関
心
事
が
こ
こ
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
そ
れ
人
の
世
に
在
る
、
い
く
ば
く
時

そ
や
」
と
い
う
書
き
出
し
以
下
、
誕
生
・
生
育
・
結
婚
・
老
年
と
続
く
人
生
の
流
れ
を
書
き
、

つ
ひ「
終
に
は
亡
き
世
の
人
と
変
は
り
ゆ
く
そ
、
い
と
速
や
か
な
る
。
ま
し
て
、
命
の
常
な
ら
ざ
る
」

と
し
て
、
老
少
不
定
に
も
筆
が
及
ぶ
。
そ
し
て
、
「
さ
ま
ざ
ま
の
こ
と
に
誘
は
れ
、
夢
と
過
ぎ
、

う
つ
つ
現
と
暮
ら
し
、
あ
た
ら
月
花
を
も
空
し
う
の
み
見
過
ご
し
ぬ
れ
ば
、
隙
行
く
齪
、
暫
く
も
止
ま

ら
ず
。
更
け
ぬ
る
齢
、
再
び
帰
ら
ず
。
世
に
長
ら
へ
し
思
ひ
出
も
な
く
、
後
に
伝
ゆ
べ
き
業
も

　
　
　
　
　
　
む
つ
き

あ
ら
で
、
か
の
纐
蘇
に
し
て
失
せ
ぬ
る
と
、
同
じ
さ
ま
に
消
え
な
ん
時
、
悔
ゆ
と
も
、
そ
れ
及

ぶ
ぺ
け
ん
や
」
と
書
き
記
す
。
こ
の
よ
う
な
蘭
室
の
発
想
と
表
現
は
、
次
に
引
用
す
る
よ
う
な

『
徒
然
草
』
の
思
想
と
表
現
に
非
常
に
似
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
は
か
ら
ざ
る
に
病
ひ
を
受
け
て
、
た
ち
ま
ち
に
こ
の
世
を
去
ら
ん
と
す
る
時
に
こ
そ
、

初
め
て
過
ぎ
ぬ
る
方
の
誤
ま
れ
る
こ
と
は
知
ら
る
な
れ
。
誤
り
と
い
ふ
は
、
他
の
こ
と
に

あ
ら
ず
、
速
や
か
に
す
べ
き
こ
と
を
緩
く
し
、
緩
く
す
べ
き
こ
と
を
急
ぎ
て
、
過
ぎ
に
し

こ
と
の
悔
し
き
な
り
。
そ
の
時
、
悔
ゆ
と
も
、
甲
斐
あ
ら
ん
や
。
（
第
四
十
九
段
）

　
世
を
の
ど
か
に
思
ひ
て
打
ち
怠
り
つ
つ
、
ま
つ
、
差
し
当
た
り
た
る
、
目
の
前
の
こ
と
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に
の
み
紛
れ
て
月
日
を
送
れ
ば
、
ご
と
ご
と
成
す
こ
と
な
く
し
て
、
身
は
老
い
ぬ
。
終

に
、
物
の
上
手
に
も
な
ら
ず
、
思
ひ
し
ゃ
う
に
身
を
も
持
た
ず
、
悔
ゆ
れ
ど
も
取
り
返
さ

　
よ
は
ひ

る
る
齢
な
ら
ね
ば
、
走
り
で
坂
を
下
る
輪
の
ご
と
く
に
衰
へ
ゆ
く
。
（
第
百
八
十
八
段
）

　
比
べ
て
読
む
と
、
『
歳
關
漫
語
』
の
表
現
と
思
想
は
、
何
と
『
徒
然
草
』
と
似
て
い
る
こ
と

だ
ろ
う
。

　
続
く
『
歳
閾
漫
語
』
の
第
二
条
は
、
学
問
の
道
の
遥
け
さ
、
わ
が
身
を
修
め
る
こ
と
の
困
難

さ
を
述
べ
な
が
ら
、
人
倫
を
明
ら
か
に
し
、
家
・
国
・
天
下
へ
と
拡
げ
て
ゆ
く
儒
学
の
教
え
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ぎ

明
記
す
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
も
「
涯
り
あ
る
力
も
て
、
窮
り
な
き
こ
と
に
応
ず
」
と
い
う
、

人
間
の
有
限
性
と
無
限
の
外
界
の
双
方
を
視
野
に
入
れ
て
の
思
索
は
、
『
徒
然
草
』
で
も
第
二

百
四
十
一
段
な
ど
、
随
所
に
書
か
れ
て
い
る
命
題
で
あ
る
。

　
『
歳
關
漫
語
』
の
第
三
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
は
、
知
行
・
善
悪
な
ど
に
関
す
る
考
察
で
あ

り
、
直
接
に
は
『
徒
然
草
』
の
表
現
の
引
用
は
見
ら
れ
な
い
。

　
『
歳
闘
漫
語
』
の
第
十
三
条
の
名
利
観
は
、
『
徒
然
草
』
の
第
三
十
八
段
と
関
連
し
て
い
る
。

『
歳
闘
漫
語
』
の
第
十
四
条
は
、
心
の
移
ろ
い
や
す
さ
を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
徒
然
草
』

第
二
十
六
段
の
影
響
下
に
あ
る
。

　
『
歳
闘
漫
語
』
の
第
十
五
条
は
、
原
文
を
長
く
引
用
し
よ
う
。

　
わ
か
　
少
き
時
は
、
血
気
い
ま
だ
定
ま
ら
ず
。
こ
れ
を
戒
む
る
こ
と
、
色
に
あ
り
。
こ
れ
、
聖

の
教
へ
な
り
。
守
ら
ざ
る
ぺ
け
ん
や
。
こ
の
惑
ひ
に
か
か
る
者
、
何
ぞ
一
人
、
少
き
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
げ
ろ
ふ
　
　
　
　
か
ひ
こ

み
な
ら
ん
。
（
中
略
）
さ
は
、
さ
り
な
が
ら
、
螺
の
首
、
蛾
の
眉
、
懐
ひ
を
傷
ま
し
む
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
だ
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
ま

種
を
な
し
、
朝
の
雲
、
夕
の
雨
、
腸
を
断
つ
媒
と
な
る
時
は
、
お
の
つ
か
ら
高
問
の
山
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
の
は
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し

よ
そ
に
見
難
く
、
小
野
の
篠
原
忍
び
か
ね
つ
つ
、
親
の
諌
め
、
世
の
割
り
を
も
忘
れ
、
我

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
き
　
　
　
こ

が
身
の
上
も
、
人
の
上
も
省
み
ず
、
桑
を
折
り
て
旛
を
瞼
ゆ
惹
者
あ
り
。
（
中
略
）
高
き

も
低
き
も
、
賢
き
も
愚
か
な
る
も
、
耐
へ
難
く
、
迷
ひ
や
す
き
何
ぞ
や
。

　
こ
の
あ
た
り
の
蘭
室
の
語
彙
は
、
『
徒
然
草
』
に
多
く
を
拠
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
「
若

き
時
は
、
血
気
内
に
余
り
、
心
、
物
に
動
き
て
、
情
欲
多
し
」
（
第
百
七
十
二
段
）
、
「
親
の
諌

め
、
世
の
誘
り
」
（
第
三
段
）
、
「
世
の
人
の
心
惑
は
す
こ
と
、
色
欲
に
は
如
か
ず
」
（
第
八
段
）
、

「
た
だ
、
か
の
惑
ひ
の
ひ
と
つ
止
め
難
き
の
み
ぞ
、
老
い
た
る
も
、
若
き
も
、
智
あ
る
も
、
愚

か
な
る
も
、
変
は
る
所
な
し
と
見
ゆ
る
」
（
第
九
段
）
な
ど
で
あ
る
。

　
『
徒
然
草
』
の
こ
の
あ
た
り
の
表
現
も
、
も
と
を
た
だ
せ
ば
『
論
語
』
な
ど
に
拠
っ
て
お
り
、

蘭
室
の
表
現
も
必
ず
し
も
『
徒
然
草
』
を
経
由
せ
ず
に
、
直
接
に
原
典
の
『
論
語
』
に
拠
っ
て

い
る
可
能
性
も
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
あ
る
。
実
際
に
、
『
禁
書
漫
語
』
の
第
十
五
条
の
冒
頭

の
一
文
は
、
『
論
語
』
の
季
氏
篇
に
拠
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
『
徒
然
草
』
の
第
三
段
と
同
じ

「
親
の
諌
め
、
世
の
諺
り
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
色
欲
の
惑
い
は
、
老
若
賢
愚

に
共
通
す
る
と
い
う
認
識
が
『
徒
然
草
』
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
思
う
と
、
や
は
り
こ

の
あ
た
り
の
色
欲
の
諌
め
ば
、
『
論
語
』
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
『
徒
然
草
』
に
点
在
す
る
同
様

の
主
旨
の
文
言
を
、
摂
取
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
『
歳
閾
漫
語
』
の
第
十
六
条
は
、

を
書
い
て
い
る
。

飲
酒
の
是
非
を
書
く
が
、
前
半
部
で
は
ま
ず
、
酒
の
良
さ

　
酒
は
、
ま
こ
と
に
面
白
き
も
の
な
れ
。
人
の
歓
び
を
合
は
せ
、
人
の
憂
ひ
を
解
き
、
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
ど

の
夕
べ
に
酌
み
交
は
し
て
は
、
長
閑
け
き
空
を
楽
し
み
、
雪
の
朝
に
一
人
傾
け
て
は
、
世

の
寒
き
を
も
忘
れ
、
あ
る
は
つ
れ
づ
れ
な
る
宿
の
眺
め
、
あ
る
は
遥
け
き
旅
の
疲
れ
を
も

慰
む
る
は
、
こ
よ
な
う
心
留
ま
る
わ
ざ
な
ら
め
。

　
こ
れ
な
ど
も
、
『
徒
然
草
』
の
表
現
や
状
況
と
、
と
て
も
よ
く
似
て
い
る
。
「
月
の
夜
、
雪
の

朝
、
花
の
も
と
に
て
も
、
心
長
閑
に
物
語
し
て
、
盃
出
し
た
る
、
よ
う
つ
の
興
を
添
ふ
る
わ
ざ

な
り
。
つ
れ
づ
れ
な
る
日
、
思
ひ
の
ほ
か
に
友
の
入
り
来
て
、
と
り
行
ひ
た
る
も
、
心
慰
む
。

（
中
略
）
旅
の
仮
屋
、
野
山
な
ど
に
て
御
午
何
が
な
な
ど
言
ひ
て
、
芝
の
上
に
て
飲
み
た
る
も

を
か
し
」
（
第
百
七
十
五
段
目
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ぐ
ひ

　
『
歳
閾
漫
語
』
の
第
十
七
条
は
、
「
囲
碁
・
双
六
・
象
戯
の
類
、
人
々
多
く
好
め
る
所
な
り
。

思
ふ
に
ま
た
、
例
の
争
ひ
を
好
み
、
勝
つ
こ
と
を
求
む
る
の
心
よ
り
、
こ
れ
を
嗜
む
な
る
べ

し
」
と
い
う
書
き
出
し
で
、
囲
碁
・
双
六
・
象
戯
（
将
棋
）
な
ど
の
勝
負
事
に
対
す
る
戒
め
が

書
か
れ
て
い
る
。

　
同
様
の
こ
と
は
『
徒
然
草
』
第
百
十
一
段
や
第
百
三
十
段
に
も
書
か
れ
て
い
る
。
特
に
第
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ち
ま
け

三
十
段
の
「
よ
う
つ
の
遊
び
に
も
、
勝
負
を
好
む
人
は
、
勝
ち
て
興
あ
ら
ん
た
め
な
り
」
と
、

表
現
・
内
容
と
も
に
、
類
似
す
る
。

　
『
歳
男
漫
語
』
の
第
十
八
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
は
、
貧
富
論
・
倹
約
論
・
政
治
論
な
ど
、

社
会
に
対
す
る
意
見
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
内
容
・
表
現
と
も
に
、
『
徒
然
草
』
第

三
十
八
段
、
そ
し
て
『
徒
然
草
』
第
二
段
（
「
よ
う
つ
に
き
よ
ら
を
尽
く
し
」
［
美
麗
を
求
む
る

こ
と
な
か
れ
」
）
な
ど
と
共
通
す
る
。

　
『
歳
閾
漫
語
』
の
第
二
十
四
条
か
ら
最
後
の
第
三
十
一
条
ま
で
は
、
主
と
し
て
個
人
の
心
の
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理
想
を
論
じ
て
い
る
。
お
の
れ
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
、
他
人
を
怒
る
こ
と
な
く
お
の
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ど
か

対
し
て
憤
り
、
気
性
は
春
風
の
よ
う
に
長
閑
に
、
ま
た
秋
の
月
の
よ
う
に
冴
え
渡
り
、
松
の
葉

の
よ
う
に
常
に
染
ま
ら
ず
に
あ
れ
、
と
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
読
書
の
楽
し
み
を
「
ひ
と
り
灯

火
の
も
と
に
向
か
ひ
居
て
、
良
友
と
あ
る
が
ご
と
く
」
と
書
い
て
い
る
の
は
、
『
徒
然
草
』
の

第
十
三
段
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。

　
と
り
わ
け
、
『
歳
閾
漫
語
』
の
第
二
十
九
条
と
第
三
十
一
条
は
、
『
徒
然
草
』
と
関
連
深
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

蘭
質
は
、
第
二
十
九
条
で
、
「
ま
こ
と
に
、
こ
の
生
、
愛
す
べ
し
。
空
し
く
指
つ
る
こ
と
な
か

れ
。
し
か
る
に
、
死
も
ま
た
、
何
ぞ
恐
る
べ
き
も
の
な
ら
ん
や
。
恐
れ
て
免
か
る
れ
ば
、
可
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
づ

り
。
死
、
何
ぞ
恐
れ
て
免
か
る
る
を
得
ん
や
。
徒
ら
に
そ
の
惑
ひ
を
重
ね
ん
の
み
。
強
ひ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

死
す
る
こ
と
な
き
を
願
は
ば
、
生
ま
る
る
こ
と
無
き
に
如
か
ず
。
す
で
に
、
生
ま
る
。
そ
れ
、

死
せ
ざ
る
こ
と
を
得
ん
や
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、
『
徒
然
草
』
第
一
段
冒
頭
の

「
い
で
や
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
は
」
と
い
う
人
間
認
識
と
軌
を
一
に
し
、
ま
た
『
徒
然
草
』
第

九
十
三
段
の
「
さ
れ
ば
、
人
、
死
を
憎
ま
ば
、
生
を
愛
す
べ
し
。
存
命
の
喜
び
、
日
々
に
楽
し

ま
ざ
ら
ん
や
。
（
中
略
）
生
け
る
間
、
生
を
楽
し
ま
ず
し
て
、
死
に
臨
み
て
死
を
恐
れ
ば
、
こ

の
理
あ
る
べ
か
ら
ず
（
下
略
）
」
と
も
合
致
し
て
い
る
。

　
『
歳
閾
漫
語
』
の
第
三
十
一
条
の
冒
頭
に
は
、
「
こ
の
日
、
惜
し
む
べ
し
。
そ
れ
、
再
び
得
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
と

け
ん
や
。
（
中
略
）
若
き
時
は
、
人
の
忌
む
べ
き
時
な
る
こ
と
を
知
ら
で
、
目
の
前
の
こ
と
、

急
ぐ
ま
じ
き
わ
ざ
に
誘
は
れ
て
、
い
た
づ
ら
な
る
年
月
を
重
ね
し
こ
そ
、
わ
が
深
き
悲
し
み
な

れ
」
と
あ
る
。

　
こ
の
部
分
も
、
『
徒
然
草
』
第
百
八
段
の
「
寸
陰
惜
し
む
息
な
し
。
こ
れ
よ
く
知
れ
る
か
、

愚
か
な
る
か
。
（
中
略
）
さ
れ
ば
、
道
人
は
、
遠
く
日
月
を
惜
し
む
べ
か
ら
ず
。
た
だ
今
の
一

念
、
空
し
く
過
ぐ
る
こ
と
を
惜
し
む
べ
し
」
と
あ
る
箇
所
や
、
先
に
も
引
用
し
た
が
『
徒
然

草
』
第
百
八
十
八
段
の
「
世
を
の
ど
か
に
思
ひ
て
打
ち
怠
り
つ
つ
、
ま
つ
、
差
し
当
た
り
た

る
、
目
の
前
の
こ
と
に
の
み
紛
れ
て
月
日
を
送
れ
ば
、
ご
と
ご
と
成
す
こ
と
な
く
し
て
、
身
は

老
い
ぬ
。
（
中
略
）
少
し
も
益
の
勝
ら
ん
こ
と
を
営
み
て
、
そ
の
他
を
ば
打
ち
捨
て
て
、
大
事

を
急
ぐ
べ
き
な
り
」
と
い
う
箇
所
と
密
接
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
た

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
書
き
来
っ
て
、
最
後
に
蘭
室
は
、
こ
の
『
歳
旦
漫
語
』
を
自
分
が
書
い
た

　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
は

動
機
が
、
「
物
学
ぶ
童
べ
の
、
打
ち
怠
れ
る
な
ど
あ
ら
ば
、
わ
が
今
、
膀
を
噛
む
の
悔
い
あ
る

こ
と
を
聞
き
て
、
志
を
奮
ひ
、
道
に
向
か
は
ん
と
す
る
の
助
け
と
も
な
れ
か
し
と
思
ふ
の
み
」

で
あ
る
と
書
い
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
後
進
へ
の
警
告
と
い
う
側
面
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
『
歳
閾
漫
語
』

を
通
読
し
た
印
象
か
ら
は
、
や
は
り
、
蘭
書
が
自
分
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
生
き
方
を
一
度
立
ち

止
ま
っ
て
振
り
返
り
、
今
後
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
を
儒
学
の
教
え
に
照
ら
し
合
わ
せ
つ
つ
思

索
し
た
の
が
、
当
初
の
執
筆
動
機
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
『
歳
閾
漫
語
』
の
表

現
や
発
想
は
、
『
徒
然
草
』
と
い
う
、
文
体
と
表
現
を
完
備
し
た
器
に
お
の
が
思
い
の
丈
を
注

ぎ
込
ん
だ
作
品
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
さ
さ

　
『
歳
閾
漫
語
』
の
第
三
十
一
条
に
出
て
く
る
、
「
や
が
て
来
る
春
の
光
を
待
つ
暇
、
聯
か
筆
を

弄
び
て
、
よ
し
な
し
ご
と
ど
も
、
思
ひ
寄
る
ま
ま
に
、
書
き
連
ね
た
る
」
と
い
う
、
『
徒
然
草
』

の
序
段
を
想
起
さ
せ
る
言
葉
そ
の
も
の
が
、
お
の
ず
と
そ
の
間
の
事
情
を
問
わ
ず
語
り
に
述
べ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
以
上
、
脇
蘭
室
の
著
作
の
中
に
見
出
さ
れ
る
『
徒
然
草
』
と
の
か
か
わ
り
を
、
表
現
面
と
思

想
面
の
双
方
か
ら
考
察
し
て
き
た
。
た
だ
し
、
蘭
室
自
身
が
『
徒
然
草
』
に
対
し
て
直
接
述
べ

て
い
る
箇
所
は
、
今
回
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
岨
面
は
、
『
徒
然
草
』
よ
り
も
、
『
方
丈

記
』
の
方
に
直
接
の
言
及
が
あ
る
。
『
全
集
』
の
「
詩
文
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
雨
意
集
略
』

巻
之
十
二
の
雑
著
に
、
「
践
方
丈
記
」
（
二
七
七
頁
）
が
あ
る
。
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
九
月

に
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
書
き
下
し
文
に
し
て
、
そ
の
全
文
を
引
用
し
よ
う
。

　
鴨
長
明
『
方
丈
記
』
　
一
巻
。
書
く
者
、
誰
と
為
す
か
識
ら
ざ
れ
ど
も
、
前
に
小
汁
を
付

す
。
蓋
し
、
門
中
に
載
る
所
か
。
山
川
邑
里
、
及
び
方
丈
の
室
の
図
な
り
。
此
れ
、
我
が

　
　
　
　
　
　
　
　
た

母
大
人
、
装
中
の
物
為
り
。
数
年
前
、
諸
小
子
に
賜
ふ
。
小
子
、
拝
受
す
。
珍
に
し
て
、

こ
れ
を
蔵
す
。
長
之
、
嘗
て
謂
ふ
。
吾
が
邦
、
隠
逸
の
士
、
多
く
は
浮
屠
を
事
と
す
。
西

行
・
長
明
・
兼
好
等
の
ご
と
き
、
皆
野
の
人
な
り
。
而
し
て
、
並
び
て
文
辞
あ
り
。
余
、

尤
も
長
明
氏
を
愛
す
。
其
の
文
に
於
い
て
、
『
方
丈
記
』
を
尤
も
愛
す
。
こ
れ
を
読
む
毎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か

に
、
脩
然
と
し
て
、
遺
世
の
情
あ
り
。
蓋
し
、
遜
思
、
相
応
に
し
て
、
中
り
。
其
の
道
、

と
ざ関
す
所
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
況
や
、
北
堂
、
親
し
く
賜
る
所
は
、
其
れ
、
重
さ
無
し
と
す

　
　
　
　
　
　
　
た
ま
た
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
な
は

る
こ
と
を
得
ん
や
。
偶
、
こ
れ
を
閲
し
、
感
あ
り
。
乃
ち
、
是
の
言
を
書
き
、
併
せ
て
蔵

す
。
丙
辰
九
月
七
日

　
数
年
前
、
母
が
所
蔵
し
て
い
た
も
の
を
子
ど
も
た
ち
に
分
か
ち
与
え
た
時
、
蘭
室
が
こ
の

『
方
丈
記
』
を
も
ら
い
受
け
た
。
巻
頭
に
、
画
家
の
名
前
は
不
明
だ
が
、
山
里
の
風
景
と
方
丈

の
庵
を
描
い
た
絵
の
付
い
て
い
る
本
で
あ
っ
た
。
自
分
は
、
以
前
か
ら
わ
が
国
の
隠
逸
者
た
ち

は
多
く
は
僧
侶
で
あ
り
、
西
行
・
長
明
・
兼
好
な
ど
、
皆
そ
の
よ
う
な
者
た
ち
で
あ
り
、
彼
ら
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は
皆
文
学
者
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
『
方
丈
記
』
を
最
も
愛
読
し
、
こ
れ
を
読
む
た
び
に
悠
然

と
し
た
脱
俗
の
思
い
が
し
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
生
き
方
の
道
は
、
今
も
閉
ざ
さ
れ
て
い
な
い

と
も
思
っ
た
。
し
か
も
、
母
か
ら
親
し
く
賜
っ
た
こ
の
本
だ
か
ら
、
決
し
て
軽
々
し
い
も
の
で

は
な
く
、
自
分
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
き
な
重
み
を
持
つ
本
で
あ
る
。
今
、
た
ま
た
ま
『
方
丈

記
』
を
読
ん
で
、
そ
の
感
を
い
よ
い
よ
深
く
し
た
の
で
、
こ
こ
に
そ
の
こ
と
を
記
す
、
と
い
う

の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
蘭
室
に
と
っ
て
、
母
か
ら
貰
っ
た
『
方
丈
記
』
の
大
切
さ
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

も
と
も
と
自
分
は
『
方
丈
記
』
を
、
西
行
の
和
歌
や
兼
好
の
『
徒
然
草
』
よ
り
も
、
最
も
愛
読

し
て
い
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
記
し
た
寛
政
八
年
は
、
蘭
室
三
十
三
歳
で
あ
る
。
こ
の

年
の
二
月
、
九
年
ぶ
り
に
大
坂
に
遊
学
し
、
中
井
竹
山
の
も
と
で
過
ご
し
、
そ
の
間
、
京
都
．

四
国
旅
行
も
し
て
、
四
月
に
帰
郷
し
た
。
そ
し
て
、
九
月
に
こ
の
掌
文
を
書
い
た
の
で
あ
っ

た
。　
こ
の
文
章
は
、
あ
く
ま
で
も
蘭
室
三
十
三
歳
の
折
の
感
想
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
彼
の
人
生

の
中
で
、
『
方
丈
記
』
と
『
徒
然
草
』
の
位
置
付
け
が
逆
転
し
た
と
い
う
明
確
な
記
事
も
見
当

た
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
、
蘭
室
に
と
っ
て
、
中
世
の
三
人
の
隠
遁
文
学
者
へ
の
思
い
に
変
化
は

な
か
っ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
本
稿
で
考
察
し
て
き
た
よ
う
な
蘭

室
に
お
け
る
『
徒
然
草
』
と
の
か
か
わ
り
は
、
さ
ら
に
重
い
意
味
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
。
す

な
わ
ち
、
本
人
の
意
識
に
上
ら
な
い
く
ら
い
、
『
徒
然
草
』
が
蘭
室
の
文
学
ス
タ
イ
ル
や
思
索

や
表
現
に
融
解
し
て
混
じ
り
込
ん
で
お
り
、
こ
れ
こ
そ
が
本
当
の
意
味
で
の
「
影
響
」
と
い
う

も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
人
が
意
識
せ
ず
、
ま
た
、
『
徒
然
草
』
を
特
に
好
ん
で
い
な
か

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
徒
然
草
』
は
、
彼
が
書
く
和
文
の
す
み
ず
み
に
ま
で
ゆ
き
渡
り
、

わ
か
ち
が
た
く
融
合
し
、
彼
の
文
体
と
語
彙
を
形
成
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
脇
前
室
の
著
作
の
中
か
ら
『
見
し
世
の
人
の
記
』
と
『
歳
閾
漫
語
』
の
二
作
し

か
詳
し
く
考
察
で
き
な
か
っ
た
が
、
他
に
も
和
文
作
晶
と
し
て
、
『
残
菊
』
『
桂
華
』
『
桃
華
』

『
ま
が
き
草
』
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
『
徒
然
草
』
を
含
め
た

日
本
の
古
典
文
学
と
の
関
わ
り
と
い
う
観
点
か
ら
、
幅
広
く
研
究
し
た
い
。

注

（
1
）
『
全
集
』
の
「
余
録
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
西
村
天
囚
『
学
界
の
偉
人
』
所
載
の
「
脇
愚
山
」
に

　
は
、
「
愚
山
に
歳
間
漫
録
の
著
あ
り
。
（
中
略
）
其
の
書
写
も
存
す
る
や
否
や
を
知
ら
ず
」
（
五
七
二

　
頁
）
と
あ
る
。
書
名
が
「
歳
間
漫
録
」
と
な
っ
て
お
り
不
正
確
だ
が
、
記
述
内
容
か
ら
み
て
『
歳
閑

　
漫
語
』
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）
筒
井
清
彦
『
脇
蘭
室
』
は
、
清
朝
の
大
儒
・
愈
曲
園
が
、
日
本
の
漢
詩
人
の
詩
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

　
『
東
之
詩
選
』
で
、
広
瀬
旭
荘
を
「
東
海
詩
人
の
冠
た
り
」
と
し
て
二
巻
を
配
し
た
が
、
後
に
『
蘭

　
室
集
略
』
を
知
っ
て
、
旭
荘
以
上
の
作
詩
と
評
し
た
、
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伝
え
て
い
る
。

（
3
）
久
多
羅
木
儀
一
郎
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
『
集
略
』
に
は
詩
、
九
百
七
十
三
首
、
文
、
百
六
十
首
、

　
同
『
続
編
』
に
は
詩
、
五
百
二
十
一
首
、
文
、
八
十
九
首
を
収
載
す
る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）
『
全
集
』
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
「
雑
草
」
は
、
「
天
明
六
年
（
二
十
三
歳
）
四
月
よ
り
、
享
和
元
年

　
（
三
十
八
歳
）
頃
ま
で
に
於
け
る
作
晶
に
係
る
」
と
あ
り
、
こ
の
年
代
に
描
か
れ
た
「
隅
田
川
涼
船
」

　
の
浮
世
絵
を
調
べ
て
、
蘭
室
の
詳
細
な
解
説
と
突
き
合
わ
せ
れ
ば
、
絵
を
特
定
で
き
る
か
。

（
5
）
立
圃
の
兼
好
画
像
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
拙
稿
「
本
を
読
む
兼
好
」
（
『
徒
然
草
文
化
圏
の
生
成
と

　
農
開
』
所
収
、
二
〇
〇
九
年
、
笠
間
書
院
）
参
照
。
な
お
、
こ
の
立
圃
に
よ
る
兼
好
画
像
の
図
版

　
は
、
拙
著
『
兼
好
…
…
露
も
わ
が
身
も
置
き
ど
こ
ろ
な
し
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）

　
一
一
八
頁
に
掲
載
し
て
い
る
。

（
6
）
井
上
隆
明
「
翻
刻
・
平
荷
随
筆
」
（
『
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
』
第
四
号
、
一
九
七
三
年
五
月
）
に

　
よ
れ
ば
、
こ
の
賊
文
に
は
「
燭
台
の
下
で
秀
頭
の
岡
持
が
机
に
向
か
っ
て
の
執
筆
坐
像
が
載
っ
て
い

　
て
珍
し
い
」
と
あ
る
。
た
だ
し
「
秀
頭
」
は
「
禿
頭
」
の
誤
植
か
。
ち
な
み
に
、
こ
の
坐
像
の
図
柄

　
と
言
い
、
添
え
ら
れ
た
文
章
と
言
い
、
野
々
口
立
圃
の
兼
好
画
像
、
お
よ
び
そ
こ
に
添
え
ら
れ
た
、

　
「
ひ
と
り
と
も
し
火
の
も
と
に
文
を
ひ
ろ
げ
て
見
ぬ
世
の
人
を
友
と
す
る
な
ん
こ
よ
な
う
な
ぐ
さ
む

　
わ
ざ
な
れ
／
と
い
ひ
し
人
も
見
ぬ
世
の
人
と
な
れ
り
」
と
酷
似
し
、
あ
る
い
は
こ
の
図
を
参
照
し
た

　
う
え
で
、
さ
ら
に
そ
こ
に
自
分
も
死
ね
ば
、
後
世
の
人
に
と
っ
て
「
見
ぬ
世
の
友
」
と
な
る
の
か
と

　
付
け
加
え
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
「
見
ぬ
世
の
友
」
と
い
う
言
葉
の
受
容
が
、
次
々
と
連
鎖
し
て
い

　
る
。
（
7
）
こ
の
序
文
で
、
「
こ
と
に
棲
む
虫
の
わ
れ
か
ら
と
」
の
部
分
は
、
『
全
集
』
『
随
筆
大
成
』
と
も
に

　
「
こ
と
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
不
審
で
あ
る
。
和
歌
な
ど
で
は
「
藻
に
棲
む
虫
の
わ
れ
か
ら
と
」
な

　
ど
と
使
わ
れ
、
「
こ
と
に
棲
む
〕
で
は
意
味
が
通
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
平
仮

　
名
の
「
も
〕
を
「
こ
と
」
と
読
み
間
違
え
て
翻
刻
し
た
か
。
「
も
」
と
い
う
字
が
す
こ
し
縦
長
に
書

　
か
れ
て
い
れ
ば
、
「
こ
と
」
を
筆
で
続
け
書
き
に
し
た
際
に
は
、
「
も
」
な
の
か
「
こ
と
」
な
の
か
、

　
区
別
が
付
き
に
く
い
場
合
が
あ
ろ
う
。

（
8
）
ま
た
、
時
代
は
現
代
に
飛
ぶ
が
、
吉
田
健
一
の
『
交
遊
録
』
（
昭
和
四
十
九
年
、
新
潮
社
）
も
ま

　
た
、
幼
年
時
代
の
思
い
出
か
ら
は
じ
ま
る
回
想
記
で
あ
る
。
第
一
番
臣
が
、
吉
田
健
一
に
と
っ
て
、

　
母
方
の
祖
父
で
あ
る
牧
野
伸
顕
で
あ
り
、
最
後
は
実
父
で
あ
る
吉
田
茂
で
閉
じ
ら
れ
て
い
る
の
も
、

　
蘭
室
の
『
見
し
世
の
人
の
記
』
と
遠
く
繋
が
る
一
筋
の
精
神
の
系
譜
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
9
）
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
こ
の
叔
父
は
、
蘭
室
が
書
い
た
「
脇
氏
系
図
」
（
『
全
集
』
四
六
二
頁
）
に

　
よ
れ
ば
、
母
・
須
賀
の
弟
で
あ
る
諦
渠
を
指
す
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
諦
渠
に
つ
い
て
、
「
脇
氏
系

　
図
」
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。
「
三
郎
助
。
号
瀧
直
。
寛
保
二
年
壬
戌
正
月
二
日
生
。
宝
暦
十
二
年

　
壬
午
三
月
七
日
没
二
十
一
。
」
瀧
左
と
瀧
直
と
い
う
異
同
が
あ
る
が
、
没
年
や
叔
父
で
あ
る
こ
と
が

　
　
一
致
す
る
。
生
没
年
が
一
七
四
二
年
か
ら
一
七
六
二
年
で
あ
り
、
蘭
室
が
生
ま
れ
る
二
年
前
に
亡
く

　
な
っ
て
お
り
、
確
か
に
、
「
遍
し
世
の
人
」
で
は
な
く
「
見
ぬ
世
の
人
」
で
あ
る
。

（
1
0
）
淵
蔵
は
、
竹
山
の
第
四
子
、
中
井
蕉
園
の
こ
と
で
あ
る
。
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に
三
十
七
歳
の

　
若
さ
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
蘭
室
が
『
見
し
世
の
人
の
記
』
を
書
き
始
め
る
二
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。



161　（20）

（
1
1
）
『
見
し
世
の
人
の
記
』
に
、
孝
子
伝
や
長
寿
の
人
々
の
記
載
が
多
い
こ
と
は
、
蘭
室
関
係
の
各
書

　
で
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
脇
心
室
自
身
が
、
母
親
孝
行
で
あ
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
の
で
あ

　
ろ
う
が
、
あ
る
い
は
こ
こ
に
若
き
日
に
学
ん
だ
懐
徳
堂
の
学
風
も
反
映
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
本
稿
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
『
空
し
世
の
人
の
記
』
に
お
い
て
は
、
大
坂
へ
の
遊
学
時
代
の
思
い
出

　
が
ひ
と
き
わ
活
き
活
き
と
書
か
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
懐
徳
堂
に
つ
い
て
、
湯
浅
邦
弘
編
著

　
『
懐
徳
堂
辞
典
』
（
二
〇
〇
一
年
、
大
阪
大
学
出
版
会
）
に
、
「
懐
食
堂
で
は
、
早
く
か
ら
「
孝
」
の

　
重
要
性
が
説
か
れ
て
お
り
、
申
井
業
況
の
『
五
孝
子
伝
』
、
中
井
竹
山
の
『
蒙
楽
弓
』
な
ど
は
そ
の

　
代
表
で
あ
り
、
孝
子
顕
彰
の
運
動
も
展
開
さ
れ
た
。
「
孝
」
こ
そ
は
す
べ
て
の
道
徳
の
根
源
で
あ
り
、

　
「
人
の
道
」
の
基
礎
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
し
（
四
九
頁
）
と
あ
る
。
ち
な
み
に
、
『
五
孝
子
伝
』

　
は
、
大
田
南
畝
の
『
　
話
；
亘
に
採
ら
れ
、
そ
れ
が
さ
ら
に
森
鶴
外
の
『
最
後
の
「
句
』
へ
と
繋

　
が
る
。
ま
た
、
『
嘉
徳
堂
辞
典
』
に
は
「
孝
子
顕
彰
運
動
し
と
い
う
項
百
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
こ

　
の
運
動
が
「
懐
七
堂
や
大
坂
町
奉
行
、
江
戸
幕
府
な
ど
、
全
国
的
な
運
動
と
し
て
展
開
し
た
」
（
五

　
〇
頁
）
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
『
大
田
南
畝
全
集
』
に
も
、
云
為
が
記
録
し
た
孝
子
の
話
が
多
数
書

　
か
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
は
、
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
脇
蘭
室
と
『
徒
然
草
』
と
の
関
わ
り
か
ら

　
は
逸
脱
し
た
が
、
蘭
室
が
学
ん
だ
当
時
の
雰
囲
気
と
、
さ
ら
に
は
南
畝
や
営
外
へ
と
連
な
る
ひ
と
つ

　
の
文
化
潮
流
と
し
て
、
こ
こ
に
書
き
添
え
た
。

（
1
2
）
『
大
分
県
史
料
（
2
2
）
』
の
翻
刻
で
は
、
「
月
み
ち
月
か
げ
て
」
と
あ
る
が
、
こ
の
序
文
で
は
、
歳

　
月
の
流
れ
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
、
月
の
満
ち
欠
け
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
九
年
十
一
月
二
日
受
理
）

島内裕子
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ABSTRACT

　　Waki　Ranshitsu　（1764－！814）　is　a　ConfuciaR　scholar　who　prospered　in　the　late　Edo－era．　The　present　thesis　tries

to　iind　out　relations　with　TsuTexzeTegzesa　in　ltis　works　and　consider　the　influences　by　TszLre2ztregzLsa　upon　the

mental　deve！opment　and　writing　activities　of　Waki．　It　mainly　deals　with　two　bOoks　by　Waki，　that　is，見し世の人の記

Reminiscences　of　People　Of　Olel　Dαys　and歳閾マ曼言吾Idle　Tatksαt　the　End（～プthe　Yeαr　（Sαirαn　Mαngo？．The　former

is　a　memoir　written　when　Waki　was　forty－two　and　fotty－three　years　old　1　the　latter　is　a　book　of　essays　composed

toward　the　end　of　his　twenty－third　year．

　　This　thesis　analyses　these　books　in　order　to　illustrate　how　much　Tszere2zeregzesa　infiuenced　upon　the　style，　contents

and　expressive　methods　of　Waki’s　literary　writings．　ln　the　history　of　Japanese　literature，　TszeTe2zLregusa　played　a

very　important　role　as　model　of　modern　criticism　both　in　Waki’s　times　and　after．　The　works　of　Waki　offer　precious

docurnents　which　prove　such　irnportance　of　TszLreguregzesa．


